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HAPPY NEW YEARHAPPY NEW YEARHAPPY NEW YEARHAPPY NEW YEAR

幸せなクリスマスと新年のご多幸をお祈り申し上げます。

旧年中はひとかたならぬご厚情を賜り、誠にありがとう
ござございました。

本年も何とぞよろしくお願い申し上げます。
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世 界 知 的 所 有 権 機 関 は 『 ２
０ ２ ３ 年 世 界 知 的 財 産 指
標 』 を 発 表

世 界 知 的 所 有 権 機 関 （ Ｗ Ｉ Ｐ Ｏ ） は 、 ２ ０ ２ ４

年 １ １ 月 ７ 日 に 『 ２ ０ ２ ３ 年 世 界 知 的 財 産 指 標 』

匠 出 願 件 数 は 、 ８ ８ ２ ， ８ ０ ７ 件 で 、 世 界 ト ッ プ

で あ る 。 そ の 後 を 、 米 国 （ ６ ９ ， ０ ７ ６ 件 ） 、 ド イ

ツ （ ６ ４ ， ９ ８ ６ 件 ） 、 イ タ リ ア （ ６ ０ ， ４ ８ ６ 件 ） お

よ び 韓 国 （ ６ ０ ， １ ２ ０ 件 ） が 続 い た 。 ２ ０ ２ ３ 年 、

こ の ５ カ 国 う ち 、 イ タ リ ア （ ＋ １ ５ ． ７ ％ ） の 出 願

件 数 の 増 加 が 最 も 速 く 、 そ の 後 を 、 中 国 （ ＋
（ Ｗ Ｉ Ｐ Ｉ ） を 発 表 し た 。 こ の 年 次 報 告 に よ る と 、

２ ０ ２ ３ 年 、 世 界 の 特 許 出 願 件 数 は 初 め て ３ ５

０万 件を突破して過 去の 最高を更新し、 ４ 年連

続増加した。

２ ０ ２ ３ 年 、 世 界 中 、 特 許 出 願 件 数 が 多 い

順 で 、 中 国 （ １ ６ ４ 万 件 ） 、 米 国 （ ５ １ ８ ， ３ ６ ４

件 数 の 増 加 が 最 も 速 く 、 そ の 後 を 、 中 国 （ ＋

５ ％ ） お よ び 米 国 （ ＋ ２ ． ６ ％ ） が 続 い た 。 一 方 、

ド イ ツ （ － ７ ． ６ ％ ） お よ び 韓 国 （ － ３ ． ４ ％ ） は

減少した。

２ ０ ２ ３ 年 、 世 界 中 、 合 計 約 ２ ９ ， ０ ７ ０ 件 の 植

物品種出願が提出され、前年比６．６％増加し、

８ 年 連 続 増 加 し た 。 ２ ０ ２ ３ 年 、 中 国 出 願 人 が
件 ） 、 日 本 （ ４ １ ４ ， ４ １ ３ 件 ） 、 韓 国 （ ２ ８ ７ ， ９ ５

４ 件 ） お よ び ド イ ツ （ １ ３ ３ ， ０ ５ ３ 件 ） と な る 。 こ

れ ら の ５ カ 国 は 、 ２ ０ ２ ３ 年 の 特 許 出 願 件 数 が

２ ０ ２ ２ 年 を 上 回 り 、 韓 国 （ ＋ ５ ． ７ ％ ） の 増 加

が 最 も 速 く 、 中 国 （ ＋ ３ ． ６ ％ ） 、 米 国 （ ＋ ２ ．

５ ％ ） 、 日 本 （ ＋ ２ ． ２ ％ ） お よ び ド イ ツ （ ＋ １ ．

４％） がその後を続く

年 連 続 増 加 し た 。 年 、 中 国 出 願 人

最 も 活 発 で あ り 、 合 計 １ ５ ， ５ ５ ２ 件 の 植 物 品

種 出 願 が 提 出 さ れ 、 世 界 全 体 の ５ ３ ． ５ ％ を 占

め た 。 中 国 の 後 を 続 く の は 、 オ ラ ン ダ （ ２ ， ９ ２

４ 件 ） 、 米 国 （ １ ， ７ ６ ３ 件 ） 、 フ ラ ン ス （ ９ ９ ３ 件 ）

和イギリス（９３９件）であった。

２ ０ ２ ３ 年 、 保 護 さ れて い る 地 理 的 表 示 が ５ ８ ，
４％） がその後を続く。

２ ０ ２ ３ 年 、 世 界 中 で 、 計 １ ， １ ６ ３ 万 件 の 商

標出願が提出され、１，５２３万個のクラスをカ

バ ー す る と 推 定 さ れ る 。 中 国 出 願 人 の 出 願 活

動 が 最 も 活 発 で あ り 、 中 国 国 内 外 で の 出 願 の

ク ラ ス 数 を 合 計 す る と 、 約 ７ ４ ０ 万 ク ラ ス と な っ

て お り 次 に 米 国 （ ８ ４ ９ ８ ７ ６ ク ラ ス ） ロ シ

６ ０ ０ 個 あ る と 推 定 さ れ 、 領 土 内 に 有 効 な 地 理

的 表 示 が 最 も 多 い 国 は 、 中 国 （ ９ ， ７ ８ ５ 個 ） で

あ り 、 そ の 後 を ド イ ツ （ ７ ， ５ ８ ６ 個 ） 、 ハ ン ガ

リ ー （ ７ ， ２ ９ ０ 個 ） お よ び チ ェ コ 共 和 国 （ ６ ， ６ ５

７個）が続く。

情 報 源 ： 世 界 知 的 所 有 権 機 関
て お り 、 次 に 米 国 （ ８ ４ ９ ， ８ ７ ６ ク ラ ス ） 、 ロ シ

ア （ ５ ４ ３ ， ６ ９ ２ ク ラ ス ） 、 イ ン ド （ ４ ９ ６ ， ２ ９ ３ ク

ラ ス ） お よ び ド イ ツ （ ４ ４ １ ， ２ ９ ３ ク ラ ス ） の 順 と

な る 。 こ の ５ カ 国 の う ち 、 イ ン ド （ ＋ ６ ． １ ％ ） と

ロ シ ア （ ＋ ３ ０ ． １ ％ ） が 、 ２ ０ ２ ３ 年 に 出 願 件 数

が増加した一方、中国（－３．４％）、ドイツ（－

７ ． ３ ％ ） お よ び 米 国 （ － １ ０ ． １ ％ ） は 減 少 した 。

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 『 商
標 使 用 許 諾 登 録 手 続 の ガ
イ ド ラ イ ン 』 を 発 表

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 、 事 業 主 体 が 商 標

２ ０ ２ ３ 年 、 世 界 中 、 意 匠 出 願 件 数 は 約 １ １

９ 万 件 で 、 約 １ ５ ２ 万 件 の 意 匠 が 含 ま れ 、 ２ ０ ２

２年に比べ２．８％増加した。中国出願人の意

使 用 許 諾 登 録 に 関 す る 法 律 規 定 お よ び 手 続

の 流 れ を 理 解 す る よ う 支 援 し 、 且 つ 、 商 標 使

用許諾の効力を明確にするために、２０２４年
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１ ０ 月 ２ ９ 日 に 、 『 商 標 使 用 許 諾 登 録 手 続 の ガ

イ ド ラ イ ン 』 を 発 表 し た 。 商 標 使 用 許 諾 と は 、

商 標 登 録 者 が 、 合 意 さ れ た 期 間 お よ び 地 理 的

範 囲 内 で 、 他 人 が 自 分 の 登 録 商 標 の 使 用 権

の 一 部 ま た は 全 部 を 有 償 で 使 用 で き る よ う に

許 諾 す る こ と を い う 。 商 標 登 録 者 が 許 諾 者 で

を 申 請 す る 方 法 で 登 録 済 み 商 標 の 専 用 権 の

全 部 ま た は 一 部 を 放 棄 す る こ と に よ り 、 商 標

専 用 権 が 終 了 す る か 、 ま た は 一 部 終 了 す る 状

況 を い う 。 商 標 抹 消 手 続 を 必 要 と す る 状 況 に

は 、 関 連 事 業 主 体 が 未 使 用 の 商 標 を 積 極 的

に整 理 する場 合、関連事 業主体 が違 法な商標許 諾 す る こ と を い う 。 商 標 登 録 者 が 許 諾 者 で

あ り 、 商 標 を 使 用 す る 側 が 被 許 諾 者 で あ る 。

他 人 に 自 分 の 登 録 商 標 の 使 用 を 許 諾 し た 場

合 、 許 諾 者は 、 許 諾 契約 の 有 効 期間 内 に 中 国

国 家 知 識 産 権 局 に 登 録 す る 必 要 が あ り 、 登 録

し な か っ た 商 標 使 用 許 諾 は 、 善 意 の 第 三 者 に

対 抗 す る こ と は で き な い 。 関 連 規 定 に 適 合 す

に整 理 する場 合、関連事 業主体 が違 法な商標

を積極的に整理する場合等が含まれる。

こ の 『 ガ イ ド ラ イ ン 』 に 基 づ き 、 商 標 抹 消 申 請

を 商 標 オ ン ラ イ ン サ ー ビ ス シ ス テ ム を 通 じ て オ

ンラインで提出するか、または指定された場所

で オ フ ラ イ ン で 提 出 す る こ と が で き 、 要 件 に 応

じて、 『 商 標抹 消 申請 書』 、『 商 標登録 証』 の原
る 商 標 使 用 許 諾 登 録 の 出 願 に つ いて 、 中国 国

家 知 識 産 権 局 が 公 告 し 、 公 衆 は 「 中 国 商 標 網

－ 電 子 公 告 」 欄 で 具 体 的 な 情 報 を 確 認 す る こ

とができる。

こ の 『 ガ イ ド ラ イ ン 』 に 基 づ き 、 許 諾 の 両 方 の

当 事 者 は 、商 標 使 用 許 諾 契 約 に 、商 標 の 基 本

じ 、 『 商 標抹 消 申請 書』 、『 商 標登録 証』 原

本 （ オ ン ラ イ ン 申 請 の 場 合 は 、 郵 送 で 別 途 返

却 可能、返却 不能の 場合 は理由を説 明 すべ き

で あ る ） 、 出 願 人 の 身 分 証 明 書 の コ ピ ー 、 こ の

登 録 商 標 抹 消 に 同 意 す る 書 面 声 明 等 の 書 類

を ア ッ プ ロ ー ド ま た は 提 出 す る 必 要 が あ る 。 中

国 国 家 知 識 産 権 局 は 、 審 査 後 抹 消 が 承 認 さ

情 報 、 商 品 ま た は サ ー ビ ス の 項 目 情 報 、 許 諾

の 使 用 形 態 、 許 諾 期 間 、 許 諾 の 種 類 お よ び 制

限 、 商 品 の 品 質 保 証 、 違 約 責 任 、 そ の 他 の 事

項について明確に合意することができる。

情 報 源 ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

れ た 商 標 に 対 し て 、 抹 消 申 請 者 に 書 面 で 通 知

し 、 公 告 す る 。 登 録 商 標 専 用 権 、 ま た は 登 録

商 標 専 用 権 の 抹 消 を 申 請 し た 一 部 の 商 品 や

サ ー ビ ス 項 目 に お け る 効 力 は 、 中 国 国 家 知 識

産 権 局 よ り 抹 消 申 請 を 受 領 さ れ た 日 か ら 終 了

す る 。 中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 、 一 部 の 抹 消 が

申 請 さ れ た 商 標 に 対 し て 『 商 標 登 録 証 』 を 再

中 国 国 家 知 識 産 権 局 は 『 商
標 抹 消 手 続 の ガ イ ド ラ イ ン 』
を 発 表

中 国国家知 識産権 局は、 事業主体 が商標 抹

消 手 続 を 理 解 し 、 正 し く 運 用 で き る よ う 支 援 す

る た め ２ ０ ２ ４ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日 に 『 商 標 抹 消

申 請 さ れ た 商 標 に 対 し て 、 『 商 標 登 録 証 』 を 再

発行する。

情 報 源 ： 中 国 国 家 知 識 産 権 局

中 国 国 家 知 識 産 権 局 と 国
家 市 場 監 督 管 理 総 局 は 、る た め ， ２ ０ ２ ４ 年 １ ０ 月 ２ ９ 日 に 、 『 商 標 抹 消

手 続 の ガ イ ド ラ イ ン 』 を 発 表 し た 。 商 標 抹 消 と

は 、 商 標 登 録 者 が 『 商 標 法 』 お よ び そ の 実 施

条例の規定に基づき、積極的に商標の抹消

共 同 で 『 商 標 侵 害 事 件 の 違
法 営 業 額 算 定 方 法 』 を 発 表
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２ ０ ２ ４ 年 １ ０ 月 １ ４ 日 に 、 中 国 国 家 知 識 産 権

局 と 国 家 市 場 監 督 管 理 総 局 は 共 同 で 『 商 標 侵

害 事 件 の 違 法 営 業 額 算 定 方 法 』 （ 以 下 『 方 法 』

と略称）を発表した。

『 方 法 』 に は 、 商 標 侵 害 事 件 の 違 法 営 業 額

の 定 義 、 お よ び 一 般 的 な 状 況 と 特 殊 な 状 況 に

受 理 し 、 １ ９ ５ ， ５ ０ ６ 件 の 案 件 を 審 決 し 、 特 許 、

商 標 、 著 作 権 、 不 正 競 争 、 独 占 禁 止 な ど 知 的

財 産 の 全 分 野 を カ バ ー す る 。 そ の う ち 、 北 京

知 識 産 権 法 院 が 審 理 した 国 際 案 件 は ３ ６ ， ２ ０

１件で、全体の１７．９２％を占めた。

北 京 知 識 産 権 法 院 は 、 法 に 基 づ き 、 国 内 外の 定 義 、 お よ び 般 的 な 状 況 と 特 殊 な 状 況 に

お け る 算 定 方 法 と 計 算 基 準 が 詳 細 に 規 定 さ れ

て い る 。 例 え ば 、 労 働 と 材 料 全 部 負 担 の 加 工

請 負 営 業 活 動 で 登 録 商 標 専 用 権 を 侵 害 し た

商 品を使用す る行為、無料 提供の商品 が他人

の 登録商標専 用権を侵害 する行為、他人の 登

録 商 標 専 用 権 を 侵 害 す る 行 為 を 故 意 に 助 長

北 京 知 識 産 権 法 院 は 、 法 に 基 づ き 、 国 内 外

の 主 体 を 平 等 に 保 護 し 、 国 際 条 約 の 義 務 を 積

極的に履行している。例えば、「Ｓｅｍａｇ ｌｕ ｔ ｉ ｄ

ｅ 」 医 薬 品 特 許 無 効 行 政 案 件 、 Ｏ Ｐ Ｐ Ｏ 対 Ｎ ｏ ｋ

ｉ ａ の 標 準 必 須 特 許 侵 害 案 件 等 国 際 貿 易 に 関

連 す る 一 連 の 重 大 な 知 的 財 産 紛 争 を 適 切 に

処 理 し て 、 中 国 国 内 外 の 多 く の 当 事 者 の 納 得

す る 行 為 、 レ ン タ ル 商 品 が 他 人 の 登 録 商 標 専

用 権 を 侵 害 す る 行 為 な ど に 対 し て 、 対 応 す る

違法営業額の算定方法を明確にした。

『 方 法 』 の 発 表 に よ り 、 商 標 執 行 機 関 に 具 体

的 且 つ 規 範 的 な 操 作 ガ イ ド ラ イ ン を 提 供 し た

だ け で な く 、事 業 主 体 にも よ り 明 瞭 で 明 確 な 法

を 獲 得 し た 。 ま た 、 外 国 当 事 者 が 中 国 法 院 で

訴 訟 に 参 加 す る 際 の 実 際 の ニ ー ズ に 応 じ て 、

１ ８ の 主 要 国 を 対 象 に 「 国 際 案 件 当 事 者 資 格

証明書類の参考ガイド」 を中英両言語で作成・

発 表 し、 外国 企 業 が 当事 者 資 格 証明 書 類を 取

り 扱 う た め の 明 確 な ガ イ ド ラ イ ン を 提 供 し 、 そ

れ に よ り 外 国 企 業 の 訴 訟 書 類 提 出 の コ ス ト
律 的 保 護 を 提 供 す る こ と に な っ た 。 こ れ は 、 商

標 権 侵 害 行 為 に 対 抗 し、 事 業 主 体の 合 法 的な

権 利 と 利 益 を 保 護 し 、 公 正 な 競 争 環 境 を 整 備

するのに役立つ。

情 報 源 ： 中 国 知 識 産 権 報

れ に よ り 、 外 国 企 業 の 訴 訟 書 類 提 出 の コ ス ト

を大幅に低減した。

情 報 源 ： 北 京 知 識 産 権 法 院

『 リ ヤ ド 意 匠 法 条 約 』 の 締 結

２ ０ ２ ４ 年 １ １ 月 １ １ 日 か ら ２ ２ 日 に か け て

北 京 知 識 産 権 法 院 設 立 １ ０
周 年

北京知識産権法院は、２０２４年１１月６日に、

設 立 １ ０ 周 年 を 記 念 す る 発 表 会 を 開 催 し 、 同

日 、 『 北 京 知 識 産 権 法 院 １ ０ 年 審 判 業 務 白 書

（ ２ ０ １ ４ ～ ２ ０ ２ ４ ） 』 の 中 国 語 バ ー ジ ョ ン と 英

２ ０ ２ ４ 年 １ １ 月 １ １ 日 か ら ２ ２ 日 に か け て 、

サ ウ ジ ア ラ ビ ア の 首 都 リ ヤ ド で 世 界 知 的 所 有

権 機 関 主 催 の 意 匠 法 条 約 外 交 会 議 が 開 催 さ

れ 、 会 議 で 『 リ ヤ ド 意 匠 法 条 約 』 が 締 結 さ れ た 。

意 匠 法条 約 は 、 約２ ０ 年 間 の 交 渉を 経て 最

終 的 に 合 意 に 至 り 、 よ り 便 利 で 迅 速 か つ 経 済

的 な 知 的財産 保 護を意匠 出 願人に提 供で き る（ ２ ０ １ ４ ～ ２ ０ ２ ４ ） 』 の 中 国 語 バ ー ジ ョ ン と 英

語 バ ー ジ ョ ン を 発 表 し た 。 こ の 白 書 に よ る と 、

２ ０ １ ４ 年 １ １ 月 か ら ２ ０ ２ ４ 年 １ ０ 月 ま で 、 北 京

知識産権法院は、計２０１，９８４件の案件を

的 な 知 的財産 保 護を意匠 出 願人に提 供で き る

条 約 で あ る 。 条 約 の 内 容 に は 、 意 匠 出 願 に 提

出 必 要 な 書 類 や 情 報 の リ ス ト の 提 示 、 出 願 人

が図面、写真、（知的財産局が許可した場合）
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動 画 な ど 、 出 願 に お け る 意 匠 の 表 示 方 法 の 選

択 が 可 能 で あ る こ と 、 １ つ の 出 願 に 複 数 の 意

匠 を 含 め る こ と を 条 件 付 き で 許 可 す る こ と 、 出

願 日 を 決 定 す る た め の 要 件 、 意 匠 初 公 開 後 １

２ カ 月 間 の 新 規 性 猶 予 期 間 の 規 定 、 出 願 日 確

定 後 出 願 人 が 意 匠 を少 な く と も ６ カ 月 間 非 公定 後 、 出 願 人 が 意 匠 を少 な く と も ６ カ 月 間 非 公

開 に す る こ と が 可 能 で あ る こ と 、 期 限 を 逃 し た

出 願 人 に 対 す る 救 済 措 置 、 意 匠 更 新 手 続 の

簡 素 化 措 置 、 電 子 提 供 シ ス テ ム お よ び 優 先 権

書類の電子交換の導入が含まれる。

情 報 源 ： 世 界 知 的 所 有 権 機 関
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特 許 出 願 の 審 査 を 加 速 す
る い く つ か の 方 法

パートナー・弁理士 徐 舒

中 国 の 現行 の 特 許 審 査 シ ス テ ムに お い て 、

発 明 特許出願 の審 査周期 は一 般的に２ ～ ３ 年

に重大な意義がある特許出願に適用される。

特 許 審 査 ハ イ ウ ェ イ （ Ｐ Ｐ Ｈ ） ： 複 数 の 国 及 び

地 域 の 特 許 庁 と 連 携 し て 、 出 願 人 が 他 国 で 権

利 付 与 さ れ た 特 許 の 審 査 結 果 に 基 づ き 、 中 国

国 家 知 識 産 権 局 に 早 期 審 査 を 請 求 す る こ と が

できる
発 明 特許出願 の審 査周期 は 般的に２ ３ 年

で あ る が 、 場 合 に よ っ て は 更 に 長 く な り 、 実 用

新 案 特 許 の 審 査 周 期 は 約 ６ ～ ８ ヶ 月 で あ り 、

意匠特許の審査周期は約４～ ６ヶ月 である。２

０ ２ ３ 年 に 、 中 国 の 発 明 特 許 の 出 願 件 数 は 既

に １ ， ６ ７ ７ ， ７ ０ １ 件 ま で 上 昇 し 、 実 用 新 案 特

許 の 出 願 件 数 は ３ ， ０ ６ ３ ， ９ ２ ８ 件 、 意 匠 特 許

できる。

出 願 人 は 、 審 査 周 期 を 可 能 な 限 り 短 縮 し 、 特

許 権 を 早 期 に 取 得 す る た め に 、 自 身 の 実 際 の

状 況 及 び ニ ー ズ に 応 じ て 、 最 適 な 早 期 審 査 手

続きを選択することができる。

1 . 特 許予備審査

の 出 願 件 数 は ８ ０ ０ ， ３ ６ １ 件 と な り 、 そ の 年 間 、

特 許 権 付 与 さ れ た 件 数は そ れ ぞ れ 発 明 特 許 ９

２ ０ ， ７ ９ ７ 件 、 実 用 新 案 特 許 ２ ， ０ ９ ０ ， ３ ３ １

件 、 意 匠 特 許 ６ ３ ７ ， ９ ４ ４ 件 で あ っ た 。 こ の よ

う な 膨 大 な 特 許 審 査 作 業 量 に 直 面 し て 、 審 査

効 率 を 向 上 さ せ る た め に 、 中 国 国 家 知 識 産 権

局 特 許 審 査 部 門 と は 別 に 北 京 江 蘇 広 東

中 国 国 家 知 識 産 権 局 に よ り ２ ０ １ ６ 年 １ １ 月

２ ３ 日 に 発 行 さ れ た 「 知 的 財 産 権 の 早 期 協 同

保 護 活 動 の 展 開 に 関 す る 通 知 」 に よ れ ば 、 要

件 が 備 わ っ て い る 地 方 の 優 位 産 業 集 中 区 で 、

一 部 の 重 点 産 業 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー

に 依 拠 し 、 早 期 審 査 、 早 期 権 利 確 定 、 早 期 権
局 特 許 審 査 部 門 と は 別 に 、 北 京 、 江 蘇 、 広 東 、

河 南 、 湖 北 、 四 川 、 天 津 な ど の 特 許 審 査 協 力

セ ン タ ーを次 々 と 成 立し 、 特 許 審査 周 期 の さら

な る 短 縮 を 図 り 、 ２ ０ ２ ３ 年 以 内 に 発 明 特 許 出

願 の審査周期を１６ヶ月以内に縮めることを承

諾した。

上 記 措 置 に 加 え て 現 在 中 国 国 家 知 識 産

利 保 護 を １ つ に 統 合 し た 産 業 知 的 財 産 権 早 期

協 同 保 護 活 動 を 実 施 す る こ と が 決 ま っ た 。 こ

れ に よ り 、 特 許 予 備 審 査 制 度 が 確 立 さ れ 、 早

期 審 査 経 路 に 入 る 前 置 手 続 き と し て 、 出 願 人

が 中 国 国 家 知 識 産 権 局 に 正 式 に 提 出 す る 前

の 事 前 審 査 を 提 供 す る 。 予 備 審 査 に 合 格 し た

特 許 出 願 は 中 国 国 家 知 識 産 権 局 の 早 期 審上 記 措 置 に 加 え て 、 現 在 、 中 国 国 家 知 識 産

権 局 は 、 出 願 人 が 特 許 権 を 迅 速 に 取 得 し た い

ニ ー ズ を 満 た す た め に 、 さ ら に 、 以 下 の よ う に

自 発 的 に 特 許 審 査 の 早 期 化 の 手 続 き を 選 択

可能にしている。

特 許 予 備 審 査 ： 特 定 の 技 術 分 野 、 及 び 要 件

に 適 合 す る イ ノ ベ ー シ ョ ン 主 体 の 特 許 出 願 に

特 許 出 願 は 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 の 早 期 審

査手続きに入ることができる。

特 許 予 備 審 査 は 、 新 世 代 情 報 技 術 、 高 付 加

価 値 装 備 の 製 造 、 生 物 医 薬 、 新 材 料 、 省 エ ネ

環 境保護などを巡 る２０個 以上のハイ エンド 産

業 に 適 用 さ れ 、 各 地 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン

ターは受理する技術分野が異なるに 適 合 す る イ ノ ベ シ ョ ン 主 体 の 特 許 出 願 に

適用される。

特 許 優 先 審 査 ： 国 家 経 済 発 展 に 重 大 な 影 響

を及ぼす技術分野、又は国家利益、公共利益

タ は受理する技術分野が異なる。

特 許 予 備 審 査 請 求 の 主 体 は 企 業 及 び 公 的

機関でなければならず、中国出願人のみに適
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用 さ れ 、 外 国 出 願 人 に は 適 用 さ れ な い 。 出 願

人 は 、 所 在 地 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー に 届

け 出 る 必 要 が あ り 、 且 つ 案 件 分 類 番 号 は 、 所

在 地 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー に よ っ て 提 供

さ れ る 特 許 予 備 審 査 サ ー ビ ス 分 類 番 号 範 囲

（ 国際 特許分 類番 号及び国 際意 匠分 類番 号を

び 初 期 検 索 を 行 い 、 予 備 審 査 報 告 を 出 す 。 出

願 人 は 予 備 審 査 意 見 に 基 づ い て 出 願 書 類 を

補 正 し 、 予 備 審 査 意 見 に 応 答 す る こ と が で き

る 。 予 備 審 査 に 合 格 す る と 、 出 願 人 は 予 備 審

査 に 合 格 し た 出 願 書 類 と 一 致 す る 特 許 出 願 を

国 家 知 識 産 権 局 に 提 出 し 、 料 金 を 納 付 し な け（ 国際 特許分 類番 号及び国 際意 匠分 類番 号を

含 む ） に 適 合 し な け れ ば な ら な い 。 発 明 、 実 用

新 案 、 意 匠 特 許 出 願 は 、 い ず れ も 特 許 予 備 審

査 請 求 を 提 出 す る こ と が で き る が 、 Ｐ Ｃ Ｔ 国 際

出 願 又 は 中 国 国 内 段 階 に 入 っ た Ｐ Ｃ Ｔ 国 際 出

願 、 同 日 に 提 出 さ れ た 発 明 と 実 用 新 案 出 願 、

分 割 出 願 、 及 び 秘 密 保 持 審 査 が 必 要 な 出 願

国 家 知 識 産 権 局 に 提 出 し 、 料 金 を 納 付 し な け

れ ば な ら な い 。 上 記 書 類 の 一 致 性 を 審 査 は 現

地 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー に よ り 行 わ れ 、

認 め ら れ た 場 合 「 早 期 」 と マ ー キ ン グ さ れ 、 該

当 の 特 許 出 願 案 件 は 国 家 知 識 産 権 局 の 早 期

審査に入る。

予 備 審 査 に 合 格 し た 後 に 提 出 さ れ た 発 明 特
は 特 許 予 備 審 査 請 求 を 提 出 す る こ と が で き な

い。

２ ０ ２ ４ 年 １ １ 月 １ ８ 日 ま で 、 中 国 の 全 国 に は 、

主 に 特 許 出 願 、 復 審 、 無 効 請 求 及 び 特 許 権 評

価 報 告 に 対 し て 特 許 予 備 審 査 サ ー ビ ス を 提 供

す る 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー の 数 は す で に ７

予 備 審 査 合 格 し た 後 提 出 さ れ た 発 明 特

許 出 願 は 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 に よ っ て 発 行

さ れ た 第 一 回 審 査 意 見 通 知 書 に 対 し て 、 出 願

人 の 応 答 期 限 は 発 行 日 か ら １ ０ 業 務 日 で あ り 、

第 二 回 審 査 意 見 通 知 書 に 対 して 、回 答 期 限 は

発 行 日 か ら ５ 業 務 日 で あ る 。 実 用 新 案 特 許 出

願 は 、 中 国 国 家 知 識 産 権 局 に よ っ て 発 行 さ れ

４ヶ 所 に 達した 。 こ れ らの知 的 財 産権保 護セ ン

タ ー の 予 備 審 査 に 合 格 し た 特 許 出 願 は 、 高 品

質 特 許 出 願 の 審 査 周 期 を 著 し く 短 縮 す る こ と

が で き る 。 具 体 的 に は 、 予 備 審 査 に 合 格 し た

発 明 、 実 用 新 案 及 び 意 匠 特 許 出 願 は そ れ ぞ

れ 約 ３ ヶ 月 、 ２ ヶ 月 及 び １ ヶ 月 以 内 に 落 案 す る 。

手 続 き の 流 れ と し て 要 件 に 適 合 す る 企 業 及

た 審 査 意 見 通 知 書 に 対 し て 、 発 行 日 か ら の ５

業 務 日 以 内 に 応 答 意 見 を 提 出 し な け れ ば な ら

な い 。 早 期 審 査 に 入 っ た 特 許 出 願 は 、 出 願 人

が 出 願 書 類 に 対 し て 自 発 的 に 補 正 を 提 出 し た

場 合 、 又 は 上 記 期 限 以 内 に 審 査 意 見 通 知 書

に 応 答 し な か っ た 場 合 、 早 期 審 査 か ら 一 般 審

査 に 移 行 さ れ る 意 匠 特 許 出 願 は 中 国 国 家手 続 き の 流 れ と し て 、 要 件 に 適 合 す る 企 業 及

び 公 的 機 関 は 、 ま ず 、 現 地 の 知 的 財 産 権 保 護

セ ン タ ー に 届 け 出 を 提 出 す る 必 要 が あ り 、 初

期 審 査 に 合 格 す る と 、 知 的 財 産 権 保 護 セ ン

タ ー は 国 家 知 識 産 権 局 に 届 け 出 材 料 を 提 出 し、

最 終 的 に 、 国 家 知 識 産 権 局 よ り 承 認 す る 。 上

記 届 け 出 が 承 認 さ れ る と 、 次 に 特 許 出 願 人 は

査 に 移 行 さ れ る 。 意 匠 特 許 出 願 は 、 中 国 国 家

知 識 産 権局よ り 審 査 意見 通 知 書を発 行 す る 必

要 が あ る 場 合 、 早 期 審 査 か ら 一 般 審 査 に 直 接

移行される。

現 在 、 国 家 知 識 産 権 局 は 、 業 務 が 切 迫 し て

い る 一 部 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー に 対 し 復

審 、 無 効 及 び 特 許 権 評 価 報 告 の 早 期 審 査
所 在 地 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー に 特 許 予

備 審 査 請 求 を 提 出 す る こ と が で き る 。 現 地 の

知的財産権保護センターは出願書類を検査及

審 、 無 効 及 び 特 許 権 評 価 報 告 の 早 期 審 査

サ ー ビ ス の 開 通 を 個 別 に 許 可 し て お り 、 そ の

た め 、 復 審 、 無 効 及 び 特 許 権 評 価 報 告 の 早 期

審査は全面的に展開しておらず、まだ手探り
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の試行段階にある。

現 在 、 各 知 的 財 産 権 保 護 セ ン タ ー は 特 許 予

備 審 査 制 度 の 具 体 的 な 操 作 と 審 査 基 準 に 差

異 が あ り 、 予 備 審 査 時 間 も 異 な る た め 、 出 願

人 は 特 許 予備 審 査 請 求を 提出 す る 前 に 、現 地

の特許予備審査の手続きと政策を事前に調べ

財 産 権 局 に 処 理 を 請 求 し 、 人 民 法 院 に 提 訴 し

又 は 仲 裁 調 停 組 織 に 仲 裁 調 停 を 請 求 し た 。

（ ２ ） 無 効 宣 告 案 件 に 係 る 特 許 は 国 家 利 益 又

は公共利益に重大な意義がある。

特 許 出 願 及 び 特 許 復 審 段 階 に お い て 、 特 許

優 先審査を提 出 する主体は 特許出願 人全員の特許予備審査の手続きと政策を事前に調べ

たほうが無難であろう。

2 . 特 許優先審査

国 家 知 識 産 権 局 が ２ ０ １ ７ 年 ８ 月 １ 日 よ り 実

施し た 「 特 許優 先 審査 管理 弁 法」 によ れ ば、現

行 の 特 許 優 先 審 査 は 発 明 、 実 用 新 案 及 び 意

優 先審査を提 出 する主体は、 特許出願 人全員

又 は 特許 復審 請 求人 全員でな け ればな らない。

特 許 無 効 段 階 に お い て 、 特 許 優 先 審 査 を 提出

す る 主 体 は 無 効 請 求 人 又 は 特 許 権 者 全 体 で

な け れ ば な ら な い 。 ま た 、 特 許 権 侵 害 紛 争 の

解 決 を 早 め る た め に 、 案 件 に 係 る 特 許 権 侵 害

紛 争 を 処 理 し 審 理 す る 地 方 の 知 的 財 産 権 局 、
匠 特 許 出 願 、 復 審 及 び 無 効 宣 告 手 続 き に 適

用 さ れ 、 以 下 の ６ 種 類 の 発 明 の 特 許 出 願 に 関

わらなけ ればならない。（ １）省 エネ環境 保 護、

新 世代情 報技 術、生物、高 付加価値 装備の 製

造 、 新 エ ネ ル ギ ー 、 新 材 料 、 新 エ ネ ル ギ ー 自

動 車 、 ス マ ー ト 製 造 な ど の 国 家 重 点 発 展 産 業

に 係 る も の （ ２ ） 各 省 レ ベ ル 及 び 地 域 の 市 民

紛 争 を 処 理 し 審 理 す る 地 方 知 的 財 産 権 局 、

人 民 法 院 又 は 仲 裁 調 停 組 織 は 、 特 許 権 無 効

宣 告 案 件 に 対 し て 優 先 審 査 請 求 を 提 出 す る こ

とができる。

特 許 優 先 審 査 は 、 中 国 と 二 国 間 協 定 又 は 多

国 間 協 定 を 締 結 し て 優 先 審 査 を 展 開 し て い る

国 及 び 地 域 の 出 願 人 の 出 願 を 明 確 に 排 除 し
に 係 る も の 、 （ ２ ） 各 省 レ ベ ル 及 び 地 域 の 市 民

政 府 が 重 点 的 に 奨 励 す る 産 業 に 係 る も の 、

（ ３ ） イ ン タ ー ネ ッ ト 、 ビ ッ グ デ ー タ 、 ク ラ ウ ド コ

ン ピ ュ ー テ ィ ン グ な ど の 分 野 に 係 り 且 つ 技 術

又 は 製 品 の 更 新 速 度 が 速 い も の 、 （ ４ ） 特 許 出

願 人 又 は 復 審 請 求 人 が 既 に 実 施 を 準 備 し 又

は 既 に 実 施 を 開 始 し た も の 、 又 は 他 人 が そ の

て お り 、 こ の 点 に つ い て 現 在 よ り 詳 細 な 説 明

は な い が 、 今 ま で 中 国 と 前 後 に 特 許 審 査 ハ イ

ウ ェ イ （ Ｐ Ｐ Ｈ ） 試 行 プ ロ グ ラ ム を 締 結 し た ３ ２

個 の 国 又 は 地 域 の 出 願 人 の 特 許 出 願 に つ い

て こ の 弁 法 は 適 用 し な い と 筆 者 が 考 え て い る 。

ま た 、 特 許 優 先 審 査 弁 法 は 外 国 出 願 人 の 特

許 提 特 許 優 審 査 請 求を
発 明 創 造 を 実 施 し て い る こ と を 証 明 で き る 証

拠 が あ る も の 、 （ ５ ） 同 じ 主 題 に つ い て 初 め て

中 国 で 特 許 出 願 を 提 出 し て か ら 、 他 の 国 又 は

地 域 に 出 願 を 提 出 し た 当 該 中 国 出 願 、 （ ６ ） そ

の 他 の 国 の 利 益 又 は 公 共 利 益 に 重 大 な 意 義

が あ っ て 優 先 審 査 を 必 要 と す る も の 。 以 下 の

状 況 の い ず れ か が 存 在 す る 無 効 宣 告 案 件 は

許 出 願 につい て 提 出した 特 許 優 先審 査 請 求を

排 除 し な い が 、 実 際 の 操 作 に お い て 、 中 国 国

内にお ける関 連産業証明な どの 書類の 提出を

外 国出願 人に要 求 するこ とが多く、実 際に、外

国 出 願 人 は こ れ ら の 証 明 を 得 る こ と が 一 般 的

に 困 難 で あ る た め 、 提 出 し た 特 許 優 先 審 査 請

求が承認されることができない。
状 況 の い ず れ か が 存 在 す る 無 効 宣 告 案 件 は

優 先 審 査 を 請 求 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、

（１）無効宣告案件に係る特許について権利侵

害の紛争が発生し、当事者は既に地方の知的

求が承認されることができない。

出 願 人 が特 許 優 先 審査 請 求を提出 す る 時 に、

中国国家知識産権局の「特許業務処理システ
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ム 」 （ ｈ ｔ ｔ ｐ ｓ ： ／ ／ ｃ ｐ ｏ ｎ ｌ ｉ ｎ ｅ ． ｃ ｎ ｉ ｐ ａ ． ｇ ｏ ｖ ．

ｃ ｎ ／ ） の 特許 業 務サ ー ビ ス プ ラ ッ ト フ ォ ー ムに

よ っ て オ ン ラ イ ン で 行 う 必 要 が あ り 、 香 港 特 別

行 政区とマカ オ特 別行政 区の出 願人 が内地で

発 明 特 許 の 優 先 審 査 出 願 を 行 う 場 合 、 「 中 国

内 地 で の 香 港 特 別 行 政 区 出 願 人 の 発 明 特 許

内 に 審 結 さ れ る 。 発 明 及 び 実 用 新 案 特 許 の 無

効 宣 告 案 件 の 優 先 審 査 は 、 ５ ヶ 月 以 内 に 審 結

さ れ 、 意 匠 特 許 の 無 効 宣 告 案 件 は 、 ４ ヶ 月 以

内に審結される。

優 先 審 査 請 求 が 許 可 さ れ た 後 、 特 許 出 願 に

い て 出 願 人 が 出 願 書 類 に 対 し て 自 発 的 な
内 地 で の 香 港 特 別 行 政 区 出 願 人 の 発 明 特 許

優 先 審 査 出 願 指 南 」 又 は 「 中 国 内 地 で の マ カ

オ 特 別 行 政 区 出 願 人 の 発 明 特 許 優 先 審 査 出

願 指 南 」 に従 って オ フラ イ ン で 紙の 書 類を提出

しな けれ ばならな い。提 出 書類 は、 願書 、出願

人 全 員 の 優 先 審 査 合 意 声 明 及 び 証 明 書 類 説

明、 従来技術 又は従 来設 計情報 材料、 請求 人

つ い て 、 出 願 人 が 出 願 書 類 に 対 し て 自 発 的 な

補 正 を 提 出 し た 場 合 、 又 は 上 記 所 定 の 期 限 以

内 に 審 査 意 見 通 知 書 に 応 答 し な か っ た 場 合 、

及 び 審 査 中 に 非 正 常 特許 出 願 で ある と 見 つ け

ら れ た 場 合、 特 許 復 審又 は 無 効 宣告 案 件 につ

い て 、 復 審 請 求 人 が 応 答 期 限 を 延 長 し 、 無 効

宣 告 請 求 人 が 証 拠 と 理 由 を 補 足 し 、 特 許 権 者
が 自 ら 提 出 の 必 要 が あ る と 考 え 提 出 す る 自 己

証 明 材 料 （ 第 三 者 機 関 に よ る 発 行 を 必 要 と し

な い ） を 含 む 。 特 許 優 先 審 査 請 求 及 び 提 出 書

類 は 第 一 請 求 人 の 所 属 す る 地 方 の 知 的 財 産

権 局 又 は 中 国 国 家 知 識 産 権 局 の 地 方 代 行 所

に よ っ て 審 査 さ れ る 。 地 方 知 識 産 権 局 又 は 国

家 知 識 産 権 局 の 地 方 代 行 所 は 審 査 を 完 了 し

宣 告 請 求 人 証 拠 理 由 を 補 足 し 、 特 許 権 者

が 削 除 以 外 の 方 式 で 特 許 請 求 の 範 囲 を 補 正

し 、 特 許 復 審 又 は 無 効 宣 告 の 手 続 き が 中 止 さ

れ、案件審理が他の案件の審査結論に依存し、

特 許 復 審 委 員 会 主 任 に よ り 処 理 し に く い と 認

め ら れ た 案 件 は 、 優 先 審 査 の 手 続 き か ら 一 般

的な手続きに移行される。
家 知 識 産 権 局 の 地 方 代 行 所 は 審 査 を 完 了 し

た 後 、 特 許 業 務 処 理 シ ス テ ム に お い て 推 薦 又

は 推 薦 し な い 旨 の 通 知 を 発 行 し 、 推 薦 す る 優

先 審 査 請 求 に 対 し 国 家 知 識 産 権 局 よ り 約 ５ 業

務 日 で 「 特 許 出 願 優 先 審 査 通 知 書 」 が 正 式 に

出される。

優 先 審 査 が 許 可 さ れ た 特 許 出 願 に つ い て

「 特 許 優 先 審 査 管 理 弁 法 」 に よ り 特 許 出 願 、

特 許 復 審 案 件 、 無 効 宣告 案 件 に 対して 優 先 審

査 を 行 う 数 は 、 原 則 と し て 、 国 家 知 識 産 権 局

の 異 な る 専 門 技 術 分 野 に お け る 審 査 能 力 、 前

年 度 の 特 許 授 付 与 件 数 及 び 当 年 度 の 審 査 対

象となる案件数などに応じて決められる。
優 先 審 査 が 許 可 さ れ た 特 許 出 願 に つ い て 、

許 可 日 か ら 、 発 明 特 許 出 願 は 、 ４ ５ 日 以 内 に

第 一 回 審 査 意 見 通 知 書 が 発 行 さ れ 、 １ 年 以 内

に審結され、出願人が発明特許出願の審査意

見 通 知 書 に 応 答 す る 期 限 は ２ ヶ 月 で あ る 。 実

用 新 案 及 び 意 匠 特 許 出 願 は 、 ２ ヶ 月 以 内 に 審

結 さ れ 、 出 願 人 が 実 用 新 案 又 は 意 匠 出 願 の

ま た 、 特 に 注 意 す べ き こ と は 、 実 践 中 に 、 国

家 知 識 産 権 局 は 同 一 の 出 願 人 が 同 日 に 同 一

の発 明創造について発明と実用新案の両方を

出 願 し た 場 合 、 一 般 的 に そ の 発 明 特 許 出 願 に

対 し て 優 先 審 査 を し な い 。 こ の よ う な 操 作 に つ

い て は 、 国家 知 識 産 権 局 が 明 確 な 書 面 解 釈を

し い な い が 実 践 上 は ず と の よ う な 操 作審 査 意 見 通 知 書 に 応 答 す る 期 限 は 発 行 日 か

ら １ ５ 日 で あ る 。 発 明 、 実 用 新 案 、 意 匠 特 許 出

願の復審手続きにおける優先審査は７ヶ月以

し て い な い が 、 実 践 上 は ず っ と こ の よ う な 操 作

が行われてきている。
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3 . 特 許 審 査 ハ イ ウ ェ イ （ Ｐ ａ ｔ ｅ ｎ ｔ Ｐ ｒ ｏ ｓ ｅ ｃ ｕ ｔ ｉ

ｏｎ Ｈ ｉ ｇ ｈ ｗ ａ ｙ、ＰＰＨ）

中 国 は 、 ２ ０ １ １ 年 よ り 、 ３ ２ 個 の 国 及 び 地 域

の特許庁と次々と特許審査ハイウェイ（ＰＰＨ）

試 行 プ ロ グ ラ ム を 開 始 し て い る 。 Ｐ Ｐ Ｈ は 海 外

パ テ ン ト フ ミ リ 出 願 又 は Ｐ Ｃ Ｔ 国 際 出 願 の

に 適 合 し な い 場 合 、 出 願 は 一 般 的 な 手 続 き に

従って審査を待つ。

Ｐ Ｐ Ｈ 請 求 書 に お い て 、 中 国 特 許 出 願 の ク

レ ー ム と Ｐ Ｐ Ｈ 請 求 の 基 礎 と し て 先 行 出 願 さ れ

た 権 利 付 与 可 能 な ク レ ー ム と の 対 応 性 を 説 明

す る 必 要 が あ り ま た 先 行 出 願 の 審 査 結 果パ テ ン ト フ ァ ミ リ ー 出 願 又 は Ｐ Ｃ Ｔ 国 際 出 願 の

他 の 国 又 は 地 域 に お け る 特 許 審 査 の 結 果 を

参 照 す る こ と に よ り 、 該 当 す る 中 国 出 願 の 審

査 を 早 期 化 す る 制 度 で あ る 。 そ の た め 、 特 許

審査ＰＰＨ手続きに関与する基本的な要件とし

て、主に２つの点が含まれ、即ち、中国出願は

海 外出願 又は ＰＣＴ国際出 願と対応性 があり 、

す る 必 要 が あ り 、 ま た 、 先 行 出 願 の 審 査 結 果

が 世 界 五 庁 （ Ｉ Ｐ ５ 、 即 ち 中 国 国 家 知 識 産 権 局 、

欧 州 特 許庁、 日 本国 特許 庁 、韓 国特 許 局及 び

米 国 特 許 商 標 庁 ） 以 外 の 特 許 庁 で な さ れ た 場

合 、 出 願 人 は さ ら に 他 の 先 行 出 願 の 特 許 庁 に

よ っ て 権 利 付 与 可 能 と 査 定 さ れ た 全 て の ク

レ ー ム 、 審 査 意 見 通 知 書 、 権 利 付 与 通 知 書 及海 外出願 又は 国際出 願 対応性 あり 、

当 該 海 外 出 願 又 は Ｐ Ｃ Ｔ 国 際 出 願 は 他 の 国 又

は 地 域 の 審 査 機 関 に よ っ て 権 利 付 与 可 能 性

／ 特 許 可 能 性 を 有 す る と 査 定 さ れ た ク レ ー ム

を有する。

Ｐ Ｐ Ｈ 請 求 を 提 出 す る 人 は 、 原 則 と し て 、 ま

ず 中 国 と Ｐ Ｐ Ｈ 試 行 プ ロ グ ラ ム を 締 結 し て い る

、 審 査 意 見 通 知 書 、 権 利 付 与 通 知 書 及

び 引 用 文 献 リ ス ト を 提 出 す る 必 要 が あ り 、 英

語 で はな い 場 合 は 、 中国 語 又 は 英語 の 訳 文を

同 時 に 提 出 す る 必 要 が あ る 。 現 在 、Ｐ Ｐ Ｈ 請 求

が 承 認 さ れ た 日 か ら １ ～ ２ ヶ 月 （ 平 均 ２ ． ２ ヶ

月 ） で 第 一 回 審 査 意 見 通 知 書 を 受 け 取 る こ と

ができ、審査周期は約１１．２ヶ月である。

国 又 は 地 域 で 特 許 出 願 を 提 出 し た 出 願 人 全

員 に 適 用 さ れ 、 そ し て 、 そ の 海 外 出 願 が 有 利

な 審 査 結 果 を 得 て か ら 初 め て 中 国 で Ｐ Ｐ Ｈ 請

求 を 提 出 す る こ と が で き 、 さ ら に 中 国 出 願 の ク

レ ー ムを 海外 出 願に 対応 す る 権利付 与 可能な

ク レ ー ム に 補 正 す る 必 要 が あ る 。 出 願 人 は 、

後 実 体 審 査 階 移 後

な お 、 Ｐ Ｐ Ｈ は 各 国 が 実 体 審 査 にお い て 審 査

結 果 を 相 互 に 承 認 す る メ カ ニ ズ ム で は な く 、 Ｐ

Ｐ Ｈ 請 求 が 通 過 し た 後 で も 、 審 査 官 は 中 国 特

許 法 の要 求に 従って、特 許 出願 が中 国 特許 法

関 連 規 定 に 適 合 す る か 否 か を 独 立 し て 審 査 し 、

そ し て 、 Ｐ Ｐ Ｈ に 基 づ く 海 外 特 許 庁 と 異 な る 審

査結 を す 能性があ出 願 公 開 後 に 、 実 体 審 査 段 階 に 移 行 し た 後 、

又 は実体 審査 請求を提出しながら、Ｐ ＰＨ 請求

を 提 出 し な け れ ば な ら な い 。 Ｐ Ｐ Ｈ 請 求 が 要 件

に 完 全 に 適 合 し な い 場 合 、 国 家 知 識 産 権 局 は

状 況 に 応 じ て 、 請 求 に 存 在 す る 不 備 を 解 消 で

きるよう、出 願人に対して補正する機会を一度

与 え る 。 請 求 が 承 認 さ れ な い 場 合 、 出 願 人 は

査結果を出す可能性がある。

4 . 三 種類の特許早期審査の比較

上 記 三 種 類 の 特 許 早 期 審 査 は 、 適 用 タ イ プ 、

適 用 請 求 人 、 操 作 難 易 度 、 早 期 化 効 果 か ら 見

ると、 それ ぞ れ メ リ ッ トとデ メ リ ッ トを有 す る こと

が 明 ら か で あ る 。 以 下 の 対 比 表 を 通 じ て 簡 単与 え る 。 請 求 が 承 認 さ れ な い 場 合 、 出 願 人 は

請 求 を 再 び 提 出 す る こ と が で き る が 、 二 回 に

限る。再び提出された請求が依然として要件

に説明する。
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早期審査制度 特許予備審査 特許優先審査 特許審査ハイウェイ

適 用 対 象 提 出 さ れ て い な い 発 明 、 実 用 新
案 、 意 匠 特 許 出 願 、 復 審 請 求 、
無 効 宣 告 請 求 、 特 許 権 評 価 報
告 書 作 成 請 求

提 出 さ れ た 発 明 、 実 用 新
案 、 意 匠 特 許 出 願 、 復 審
請 求 及 び 無 効 宣 告 請 求 手
続 き

提 出 さ れ た 発 明 特
許 出 願

適 用 主 体 特 許 予 備 審 査 機 構 に 届 け 出 た
発 明 、 実 用 新 案 、 意 匠 特 許 出 願

び

発 明 、 実 用 新 案 、 意 匠 特
許 出 願 人 （ 企 業 及 び 公 的

発 明 特 許 出 願 人

人 （ 企 業 及 び 公 的 機 関 で あ り 、
個 人 を 含 ま な い ） 、 特 許 復 審 請
求 及 び 特 許 権 無 効 宣 告 請 求 、
特 許 権 評 価 報 告 書 作 成 請 求 の
関 係 者

中 国 請 求 人 に 適 用 さ れ る

機 関 、 個 人 ） 、 特 許 復 審 及
び 無 効 宣 告 の 関 係 者 、 特
許 権 侵 害 紛 争 を 審 理 す る
地 方 の 知 的 財 産 権 局 、 人
民 法 院 又 は 仲 裁 調 停 組 織

中 国 請 求 人 に 適 用 さ れ る

海 外 請 求 人 に 適 用
さ れ る

受 理 機 構 地 方 の 知 的 財 産 権 保 護 セ ン
タ ー

国 家 知 識 産 権 局 国 家 知 識 産 権 局

請 求 人 の 届 け ま ず 地 方 の 知 的 財 産 権 保 護 セ 届 け 出 る 必 要 が な い 届 け 出 る 必 要 が な請 求 人 の 届 け
出

ま ず 、 地 方 の 知 的 財 産 権 保 護 セ
ン タ ー で 届 け 出 る

届 け 出 る 必 要 が な い 届 け 出 る 必 要 が な
い

請 求 提 出 か ら
承 認 ま で の 時
間

出 願 人 の 届 け 出 の 審 査 が 約 １ ヶ
月 、
特 許 予 備 審 査 請 求 の 提 出 か ら
承 認 ま で が 約 ７ ～ １ ０ 業 務 日

約 １ ０ 業 務 日 約 １ ヶ 月

適 用 技 術 分 野 国 家 知 識 産 権 局 に 承 認 さ れ た
予 備 審 査 機 構 に よ っ て 予 備 審
査 サ ー ビ ス が 提 供 さ れ る 産 業 分

（ １ ） 省 エ ネ 環 境 保 護 、 新
世 代 情 報 技 術 、 生 物 、 高
付 加 価 値 装 備 の 製 造 、 新

ギ

あ ら ゆ る 分 野

野 、 予 備 審 査 機 構 所 在 地 の 優
位 戦 略 性 新 興 産 業 、 新 世 代 情
報 技 術 、 高 付 加 価 値 装 備 の 製
造 、 生 物 医 薬 、 新 材 料 、 省 エ ネ
環 境 保 護 な ど を 含 む ２ ０ 個 以 上
の 高 付 加 価 値 産 業 に 係 る も の

エ ネ ル ギ ー 、 新 材 料 、 新 エ
ネ ル ギ ー 自 動 車 、 ス マ ー ト
製 造 な ど の 国 家 重 点 発 展
産 業 に 係 る も の 、 （ ２ ） 各 省
レ ベ ル 及 び 地 域 の 市 民 政
府 が 重 点 的 に 奨 励 す る 産
業 に 係 る も の 、 （ ３ ） イ ン タ
ー ネ ッ ト 、 ビ ッ グ デ ー タ 、 ク
ラ ウ ド コ ン ピ ュ ー テ ィ ン グ な
ど の 分 野 に 係 り 且 つ 技 術ど の 分 野 に 係 り 且 つ 技 術
又 は 製 品 の 更 新 速 度 が 速
い も の 。

提 出 タ イ ミ ン グ 特 許 出 願 、 特 許 復 審 請 求 及 び
特 許 権 無 効 宣 告 請 求 、 特 許 権
評 価 報 告 書 作 成 請 求 の 提 出 前

（ １ ） 発 明 特 許 出 願 は 、 実
体 審 査 請 求 を 提 出 し 、 相
応 の 費 用 を 納 付 し た 後 、
（ ２ ） 実 用 新 案 特 許 、 意 匠
特 許 出 願 は 、 受 理 さ れ 、 相
応 の 費 用 を 納 付 し た 後 、
（ ３ ） 特 許 復 審 又 は 特 許 権
無 効 宣 告 請 求 費 を 納

特 許 出 願 の 公 開 後 、
実 体 審 査 を 提 出 す
る と 同 時 又 は 実 体 審
査 段 階 に 移 行 し た 後 、
且 つ 第 一 回 審 査 意
見 を 受 け 取 る 前
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無 効 宣 告 請 求 の 費 用 を 納
付 し た 後 か ら 、 案 件 が 審 結
さ れ る ま で
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早期審査制度 特許予備審査 特許優先審査 特許審査ハイウェイ

出 願 書 類 （ １ ） 特 許 出 願 書 類 ： Ｃ
Ｐ Ｃ ク ラ イ ア ン ト で 作
成 す べ き Ｘ Ｍ Ｌ フ ォ ー
マ ッ ト 書 類 で 、 且 つ 包
袋 圧 縮 フ ァ イ ル を 導
出 し た も の 、 （ ２ ） 予 備
審 査 請 求 書 、 （ ３ ） 予
備 審 査 承 諾 書 （ ４ ）

（ １ ） 特 許 出 願 優 先 審 査 請 求
書 、 （ ２ ） 出 願 人 全 員 の 共 同
声 明 及 び 証 明 書 類 の 説 明 、
（ ３ ） 従 来 技 術 又 は 従 来 の 設
計 情 報 材 料 及 び 関 連 証 明 書
類 、 （ ４ ） 出 願 人 全 員 の 身 分
証 明 書 （ 営 業 免 許 証 な ど ） 、
（ ５ ） 発 明 特 許 受 理 通 知 書 及

（ １ ） Ｐ Ｐ Ｈ 請 求 書 で 、 本 願 と
先 行 出 願 の 権 利 付 与 可 能 な
ク レ ー ム と の 対 応 性 説 明 及 び
先 行 出 願 の 特 許 庁 が 引 用 し
た 対 比 文 献 リ ス ト （ 審 査 官 が
引 用 し た 非 特 許 文 献 は 当 該
文 献 の 副 本 を 提 出 す る 必 要
が あ る ） を 含 む も の （ ２ ） Ｉ Ｐ備 審 査 承 諾 書 、 （ ４ ）

そ の 他 の 関 連 文 献 材
料

（ ５ ） 発 明 特 許 ： 受 理 通 知 書 及
び 実 体 審 査 通 知 書 の コ ピ ー 、
（ ６ ） 実 用 新 案 と 意 匠 特 許 ： 受
理 通 知 書 及 び 出 願 費 納 付 書
の コ ピ ー

が あ る ） を 含 む も の 、 （ ２ ） Ｉ Ｐ
五 庁 以 外 の Ｐ Ｐ Ｈ 請 求 が 依 存
す る 先 行 出 願 の 特 許 庁 の 審
査 意 見 副 本 、 及 び 英 語 で は
な い 書 類 の 訳 文 、 （ ３ ） Ｉ Ｐ ５ 五
庁 以 外 の 先 行 出 願 の 特 許 庁
に よ っ て 権 利 付 与 可 能 と 査 定
さ れ た 全 て の ク レ ー ム 、 及 び
英 語 で は な い ク レ ー ム の 中 国
語 又 は 英 語 の 訳 文

第 一 回 審 査
意 見 の 発 行
時 間

－ － 発 明 特 許 出 願 の 特 許 優 先 審
査 請 求 許 可 日 か ら ４ ５ 日 以 内
に

Ｐ Ｐ Ｈ 請 求 承 認 日 か ら １ ～ ２ ヶ
月 （ 平 均 ２ ． ２ ヶ 月 ）

審 査 意 見 応
答 時 間

（ １ ） 発 明 特 許 出 願 の
第 一 回 審 査 意 見 通 知
書 は 、 発 行 日 か ら １ ０
業 務 日 、 （ ２ ） 発 明 特
許 出 願 の 第 二 回 審 査
意 見 通 知 書 は 発 行

（ １ ） 特 許 出 願 の 審 査 意 見 通
知 書 は 、 発 行 日 か ら ２ ヶ 月 、
（ ２ ） 実 用 新 案 、 意 匠 審 査 意
見 通 知 書 は 、 発 行 日 か ら １ ５
日 、 延 期 不 可

（ １ ） 発 明 特 許 出 願 の 第 一 回
審 査 意 見 通 知 書 は 、 発 行 日
か ら ４ ヶ 月 、 （ ２ ） 発 明 特 許 出
願 の 第 二 回 及 び そ の 以 降 の
審 査 意 見 通 知 書 は 、 発 行 日
か ら ２ ヶ 月意 見 通 知 書 は 、 発 行

日 か ら ５ 業 務 日 、 （ ３ ）
実 用 新 案 特 許 出 願 の
審 査 意 見 通 知 書 は 、
発 行 日 か ら ５ 業 務 日
で 、 延 期 不 可

か ら ２ ヶ 月 、
延 期 可 能

審 結 時 間 （ １ ） 発 明 特 許 出 願 は 、
６ ヶ 月 以 内 、 （ ２ ） 実 用
新 案 特 許 出 願 は 、 １ ５
業 務 日 、 （ ３ ） 意 匠 特

（ １ ） 発 明 特 許 出 願 は 、 １ ２ ヶ
月 以 内 、 （ ２ ） 実 用 新 案 特 許
出 願 は 、 ２ ヶ 月 以 内 、 （ ３ ） 意
匠 特 許 出 願 は 、 １ ヶ 月 以 内 、

平 均 的 に １ １ ． ２ ヶ 月

業 務 、 （ ） 意 匠 特
許 出 願 は 、 ７ 業 務 日 、
（ ４ ） 復 審 及 び 無 効 案
件 は 、 具 体 的 に 規 定
さ れ な い

匠 特 許 出 願 、 ヶ 月 以 内 、
（ ４ ） 発 明 、 実 用 新 案 及 び 意
匠 特 許 出 願 復 審 は 、 ７ ヶ 月 以
内 、 （ ５ ） 発 明 又 は 実 用 新 案
特 許 無 効 は 、 ５ ヶ 月 以 内 、
（ ６ ） 意 匠 特 許 無 効 は 、 ４ ヶ 月
以 内

料 金 官 庁 料 金 無 し 官 庁 料 金 無 し 官 庁 料 金 無 し

早 期 停 止 審 査 過 程 に お け る 書
誌 事 項 変 更 出 願 書

出 願 書 類 の 自 発 的 補 正 、 審
査 意 見 応 答 の 遅 延 非 正 常

自 発 的 補 正 に よ る ク レ ー ム と
海 外 の 権 利 付 与 可 能 な ク
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誌 事 項 変 更 、 出 願 書
類 の 自 発 的 補 正 、 審
査 意 見 応 答 の 遅 延 、
非 正 常 特 許 出 願 な ど

査 意 見 応 答 の 遅 延 、 非 正 常
特 許 出 願 、 無 効 証 拠 と 理 由
の 補 足 、 特 許 権 者 に よ る 削 除
以 外 の 方 式 で の ク レ ー ム 補
正 。

海 外 の 権 利 付 与 可 能 な ク
レ ー ム と の 非 対 応 。
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実 践 中 に 、 中 国 出 願 人 は 特 許 出 願 を 提 出 す

る 前 に 、 ま ず 特 許 予 備 審 査 を 試 み て も よ い 。

特 許 予 備 審査 請 求 が 承認 さ れな い場 合 、 出願

人 は 特 許 出 願 を 提 出 し た 後 に 、 特 許 優 先 審 査

請 求 を 提 出 す る こ と に よ り 、 早 期 審 査 を 請 求

す る 機 会 も あ る 。 外 国 出 願 人 は 、 中 国 へ の 発

イ ア ン ト に サ ー ビ ス を 提 供 し て き た 。 知 的 財 産 権 に 関 す

る コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 特 許 検 索 、 特 許 権 譲 渡 と 特 許 ラ イ

セ ン ス 、 国 内 外 の 特 許 プ ロ セ ス 管 理 及 び 香 港 ＆ マ カ オ

で の 特 許 登 録 な ど の 面 に お い て 、 豊 富 な 経 験 を 持 っ て

い る 。 国 家 知 識 産 権 局 の 招 待 を 受 け て 、 「 中 国 特 許 審

査 指 南 」 （ 国 際 出 願 の 中 国 国 家 段 階 移 行 の 部 分 ） に つす る 機 会 も あ る 。 外 国 出 願 人 は 、 中 国 の 発

明 特 許 出 願 が 既 存 の 海 外 パ テ ン ト フ ァ ミ リ ー

出 願 に 基 づ く も ので あ り 、 且 つ こ れ ら の 出 願 が

中 国と二国間協 定を締結した ＰＰ Ｈ試行 プ ログ

ラ ム に 属 す る と と も に 、こ れ ら の 出 願 が 審 査 官

の 検 索 又 は 審 査 に よ っ て 権 利 付 与 可 能 と さ れ

たる場合、出願人が該当する海外パテントファ

査 指 南 」 （ 国 際 出 願 の 中 国 国 家 段 階 移 行 の 部 分 ） に つ

い て の 改 定 作 業 に 参 加 し た 。

徐 舒 氏 は 中 華 全 国 専 利 代 理 人 協 会 の 会 員 と 中 華 全 国

専 利 代 理 人 協 会 知 的 財 産 権 法 規 専 門 委 任 会 の 会 員 で

あ る 。

特 商 審 誠ミ リ ー 出 願の 審 査結 果に 満足 す れば 、 Ｐ Ｐ Ｈ 手

続 き を 利 用 し て 審 査 過 程 を 早 期 化 す る こ と を

考えてよいだろう。

参 考 文 献 ：

「 特 許 優 先 審 査 管 理 弁 法 」

「 特 許 優 先 審 査 管 理 弁 法 の 解 読 」

特 許 と 商 標 審 査 に お け る 誠
実 信 用 原 則 の 違 い

高 級 法 務 常 雅 慧

弁 護 士 ・ 弁 理 士 郭 春 曦

最 新 の 改 正 が 行 わ れ た 「 専 利 法 施 行 細 則 」

は 今 年 1 月 20 日 に 正 式 に 施 行 さ れ 、 そ の 第 十
特 許 優 先 審 管 弁 法 解 読 」

「 知 的 財 産 権 の 早 期 協 同 保 護 活 動 の 展 開 に 関 す る 通 知 」

「 特 許 予 備 審 査 サ ー ビ ス 引 用 案 内 」

筆 者 プ ロ フ ィ ー ル

徐 舒 氏 は 清 華 大 学 加 速 器 物 理 と 法 律 学 科 を 卒 業 後 、

一 条 で 「 専 利 を 出 願 す る 場 合 は 、 誠 実 、 信 用

の 原 則 に 則 ら な け れ ば な ら な い 。 各 種 特 許 出

願 を す る 場合 は 、 真 の 発 明 の 創 造 活 動 に 基 づ

く も の と し 、 虚 偽 を 弄 し て は な ら な い 。 」 と 規 定

し て い る 。 こ の 規 定 は 、 20 20 年 に 改 正 さ れ

2 021 年 6 月 1 日 よ り 施 行 さ れ た 「 専 利 法 」 第 二

十 条 の 「 特許 出 願 と 専利 権 の 行 使は 信 義 誠 実
中 国 科 学 院 高 エ ネ ル ギ ー 物 理 研 究 所 で 研 究 員 助 手 を

務 め て い た 。 そ の 後 、 中 国 国 際 貿 易 促 進 委 員 会 と 中 国

専 利 代 理 （ 香 港 ） 有 限 公 司 で 、 特 許 弁 理 士 を 務 め て い た 。

2 0 0 7 年 、 泛 華 偉 業 知 識 産 権 代 理 有 限 公 司 に パ ー ト

ナ ー と し て 加 入 し た 。

徐 舒 氏 は 日 本 、 ド イ ツ 及 び 米 国 の 法 律 事 務 所 に て 知

十 条 の 「 特許 出 願 と 専利 権 の 行 使は 信 義 誠 実

の 原 則 を 遵 守 し な け れ ば な ら な い 。 専 利 権 を

濫 用 し て 公 共 利 益 又 は 他 人 の 合 法 的 な 権 益

を 害 し て は な ら な い 。 」 と い う 規 定 の 具 体 化 で

ある。

民 法 の 基 本 原 則 の 一 つ と し て 、 誠 実 信 用 原

則 は 2 01 3 年 の 商 標 法 で す で に 明 確 に 規 定 さ
的 財 産 権 に 関 す る 研 修 を 受 け た こ と が あ る 。 長 年 に わ

た り 知 的 財 産 権 に 関 す る 法 律 サ ー ビ ス に 従 事 し 、 国 内

外 の 大 学 、 研 究 機 関 、 企 業 及 び 個 人 を 含 む 幅 広 い ク ラ

則 は 2 01 3 年 の 商 標 法 で す で に 明 確 に 規 定 さ

れ て い た が 、 202 0 年 に な っ て 初 め て 専 利 法 に

導 入 さ れ 、 特 許 の 出 願 や 行 使 に お け る 不 誠 実

な行為や混乱を規制するようになった。同時
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に 、 商 標 と 特 許 は そ の 機 能 、 保 護 対 象 、 審 査 メ カ ニ ズ ム が 異 な る た め 、 誠 実 信 用 原 則 が 商 標 審 査

と特許審査で適用される際にも違いが生じる。

1 ．誠実信用原則に違反する行為の類型の違い

2019年 10月 11日、国家 市場監督管 理総局が発 表した「商標 出願登録行 為の規範に関 する若干

の 規 定 」 で は 、 誠 実 信 用 原 則 に 違 反 す る 行 為 の 類 型 が 列 挙 さ れ て い る 。 ま た 、 国 家 知 識 産 権 局 も

2 02 3 年 末に「 特 許 出 願 行 為 の 規 範 に 関 す る 規 定 」 を 制 定・ 公 表 し 、 誠実 信 用 原 則 に 違 反 す る 行 為

を非正常な特許出願行為として明確に定義し、非正常な特許出願行為の具体例を挙げている。

商標 特許

（ 1 ） 商 標 法 第 4 条 に 規 定 さ れ た 、 使 用 を 目 的
と し な い 悪 意 の あ る 商 標 登 録 出 願 に 該 当 す
るもの； （2）商標法第13条に規定された、他
人 の 著 名 商 標 を 複 製 模 倣 ま た は 翻 訳 し た

（ 1 ） 提 出 さ れ た 複 数 の 特 許 出 願 の 発 明 創 造 の
内 容 が 明 ら か に 同 一 で あ る か 、 ま た は 実 質 的
に は 、 異 な る 発 明 創 造 の 特 徴 や 要 素 を 単 純 に
組み合わせて形成されたものである場合人 の 著 名 商 標 を 複 製 、 模 倣 ま た は 翻 訳 し た

も の に 該 当 す る も の ； （ 3 ） 商 標 法 第 1 5 条 に
規 定 さ れ た 、 代 理 人 や 代 表 人 が 権 限 な し に
被 代 理 人 や 被 代 表 人 の 商 標 を 登 録 出 願 し た
も の 。 ま た は 、 契 約 、 取 引 関 係 そ の 他 の 関 係
に 基 づ き 、 他 人 が 先 に 使 用 し て い る 商 標 が
存 在 す る こ と を 知 り な が ら そ の 商 標 の 登 録 を
申 請 し た も の ； （ 4 ） 商 標 法 第 3 2 条 に 規 定 さ
れ た 、 他 人の 現 存 す る 先 行 権 利を損 な う もの 、

組み合わせて形成されたものである場合 ；
（2）提出された特許出 願において 、発明創造の
内 容 、 実 験 デ ー タ 、 技 術 効 果 の 捏 造 、 偽 造 、 改
変 が あ る 場 合 、 ま た は 既 存 技 術 や 既 存 デ ザ イ
ン の 盗 用 、 単 純 な 置 き 換 え 、 寄 せ 集 め な ど の 類
似状況がある場合；
（ 3 ） 提 出 さ れ た 特 許 出 願 の 発 明 創 造 の 内 容
が、 主にコンピュ ータ技 術な どを利 用してランダ
ムに生成されたものである場合；

ま た は 不 正 な 手 段 で 他 人 が 既 に 使 用 し 一 定
の 影 響 力 を 持 つ 商 標 を 先 に 登 録 し た も の に
該 当 す る も の ； （ 5 ） 詐 欺 や そ の 他 の 不 正 な
手段で商標登録を出願したもの； （6 ） その他、
誠 実 信 用 原 則 に 違 反 し 、 公 序 良 俗 に 反 す る
もの、またはその他の悪影響を及ぼすもの。

（ 4 ） 提 出 さ れ た 特 許 出 願 の 発 明 創 造 が 、 明 ら
か に 技 術 改 良 や デ ザ イ ン の 常 識 に 反 す る も の
で あ る か 、 ま た は 劣 悪 化 、 寄 せ 集 め 、 不 必 要 に
保護範囲を縮小したものである場合；
（ 5 ） 出 願 人 が 実 際 の 研 究 開 発 活 動 を 行 っ て い
な い に も かか わ らず 、複 数 の 特 許出 願 を提 出し 、
合理的な説明ができない場合；
（ 6 ） 特 定 の 機 関 、 個 人 ま た は 住 所 に 関 連 す る
複 数 の 特 許 出 願 を 悪 意 で 分 散 し 順 次 ま た は

上 の 表 から 分 か る よ う に 、 商 標 出 願 に お け る 誠 実 信 用 原 則 違 反 行 為 に は 、 使用 を 目 的とし な い

登 録 出 願 悪 意 に よ る 先 取 り 登 録 著 名 商 標 の 複 製 や 模 倣 が 主 に 含 ま れ る そ の た め 商標 法 に

複 数 の 特 許 出 願 を 悪 意 で 分 散 し 、 順 次 ま た は
異なる場所で提出した場合；
（ 7 ） 不 正 な 目 的 で 特 許 出 願 権 を 譲 渡 ま た は 譲
受 し た り 、 発 明 者 や デ ザ イ ナ ー を 虚 偽 に 変 更 し
た場合；
（ 8 ） 誠 実 信 用 原 則 に 違 反 し 、 特 許 業 務 の 正 常
な秩序を乱すその他の異常な特許出願行為。

登 録 出 願 、 悪 意 に よ る 先 取 り 登 録 、 著 名 商 標 の 複 製 や 模 倣 が 主 に 含 ま れ る 。 そ の た め 、 商標 法 に

お け る 誠 実 信 用 原 則 は 、 出 願 人 と 先 行 権 利 者 や 先 行 使 用 者 の 間 の 対 立 を 規 制 す る こ と を 重視し、

特に先取り登録されたり複製や模倣された商標の知名度を強調し、出願人がその先行商標や標
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識の存在を知っている、または知るべきである

こ と を 要 件 と す る 。 先 行 権 利 者 の 権 利 が 損 な

われないようにすること で、商標の正常な使用

と 市 場 の 秩序 を 保 護 す る こ と を 目的 と して いる 。

一 方 、 特 許 に お け る 誠 実 信 用 原 則 も 、 既 存

の 技 術 や デ ザ イ ン の 盗 用 を 禁 止 す る な ど 先

列 挙 さ れ て い る だ け で 、 審 査 事 項 や 基 準 は 明

確にされていない。

現 時 点 の 規 定 に よ れ ば 、 商 標 審 査 で は 商 標

そ の も の の 比 較 に 加 え て 、 商 標 の 実 際 の 使 用 、

知 名 度 、 お よ び 影 響 力 を 証 明 す る 証 拠 の 確 認

が 重 要 な 部 分 を 占 め て い る 方 特 許 は その 技 術 や デ ザ イ ン の 盗 用 を 禁 止 す る な ど 、 先

行 権 利 者 を 保 護 す る 条 項 を 含 ん で い る が 、 特

許 の 質 を 保 証 す る こ と に よ り 重 点 を 置 い て い

る 。 こ れ に よ り 、 革 新 能 力 が な い 、 実 際 の 発 明

創 造 活 動 に基 づ か な い 、 特 許 付 与の 条 件を 満

た さ な い 出 願 人 が 特 許 権 を 取 得 す る こ と を 制

限して いる。国 家が創 造と革新を奨励し、高 新

が 重 要 な 部 分 を 占 め て い る 。 一 方 、 特 許 は そ

の 技 術 的 性 質 か ら 、 技 術 自 体 の 分 析 と 比 較 に

重 き を 置 い て い る 。 今 後 の 特 許 審 査 過 程 に お

い て 、 関 連 す る 規 則 が さ ら に 改 善 さ れ 、 審 査

基 準 が 明 確 に さ れ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 具

体 的 な 事 例 を 通 じ て 、 国 家 知 識 産 権 局 が 誠 実

信 用 原 則 に対 して ど の よ う に 審 査 ・ 適 用 して い限し る。国 家 創 造 革新を奨励し、高 新

技 術 企 業 を 支 援 す る と い う 背 景 を 踏 ま え 、 特

許分野における誠実信 用原則の導入は、出願

人 が 低 品 質 の 大 量 の 特 許 で 業 績 を 偽 造 し 、 高

新 技 術 企 業 に 対 す る 国 家 の 優 遇 措 置 や 補 助

金 を 得 る こ と や 、 市 場 競 争 を 混 乱 さ せ る 行 為

を防ぐことに重点を置いている。

信 用 原 則 対 し よ う 審 査 適 用 し

るかを理解していく必要がある。

3 . 誠 実 信 用 原 則 に 違 反 す る 出 願 に 対 す る 処

置 と 救 済の違い

商 標 局 と 特 許 庁 の 両 方 と も 審 査 段 階 で 誠 実

信 用 原 則 に 違 反 す る 出 願 を 直 接 却 下 す る こ と

がで き る しかし 「 専利法 施行細則」 では 審
2 . 審 査規則の差異

商標出願審査では、「商標審査審理指南」に

お い て 、 上 の 表 で 挙 げた 誠 実 信 用 原 則 に 違 反

す る 行 為 に つ い て 、 審 査 内 容 と 適 用 状 況 が 章

ご と に 詳 細 に 規 定 さ れて い る 。 し かし 現 時 点で

は 、 特 許 の 関 連 法 律 法 規 に は 非 正 常 な 特 許

がで き る。しかし、「 専利法 施行細則」 では、審

査 官 が 特 許 出 願 人 に 指 定 さ れ た 期 限 内 に 意

見 を 述 べ る か 補 正 を 行 う よ う 通 知 し 、 誠 実 信

用 原 則 に 違 反 す る 意 図 や 行 為 が な い こ と を 証

明 す る た め の 機 会 を 与 え る こ と が 追 加 で 規 定

さ れ て い る 。 こ の よ う な 証 明 事 項 に は 、 特 許 出

願 が 実 際 の 発 明 創 造 活 動 に 基 づ い て お り 、 出

出 願 に 関 す る 具 体 的 な 審 査 規 定 や 事 項 が 存

在 し な い 。 「 専 利 法 施 行 細 則 」 で は 、 発 明 、 実

用 新 案 、 お よ び 意 匠 特 許 に つ い て 、 初 期 審 査

段階で出願人が誠実信用原則に違反していな

い か を 審 査 す る こ と が 規 定 さ れ て い る 。 「 専 利

審 査 指 南 」 で は 、 誠 実 信 用 原 則 に 違 反 す る 場

合 の 審 査 に は 「 特 許 出 願 行 為 の 規 範 に 関 す る

願 人 や 発 明 者 が 実 際 の 研 究 開 発 能 力 と 資 源

を 持 っ て い る こ と 、 特 許 出 願 が 革 新 の 保 護 を

目 的としてお り 、不 正な利 益を追求 す る ためで

は な い こ と 、 特 許 出 願 、 代 理 、 譲 渡 行 為 が 実

際 に 存 在 し 、 関 連 す る 人 物 が 実 在 し 、 相 互 に

独 立 し て い て 、 適 切 な 資 格 を 持 っ て い る こ と な

ど が 含 ま れ る 出 願 人 が 期 限 内 に 応 答 し な い合 の 審 査 に は 「 特 許 出 願 行 為 の 規 範 に 関 す る

規 定 」 を 適 用 す る こ と が 定 め ら れ て い る が 、 こ

の規定では非正常な特許出願行為の類型が

ど が 含 ま れ る 。 出 願 人 が 期 限 内 に 応 答 し な い

場 合 、 そ の 出 願 は 取 り 下 げ ら れ た も の と 見 な

される。また、出願人が意見を述べるか補正
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を 行 っ て も 、 国 家 知 識 産 権 局 が 依 然 と し て そ

の 出 願 が 誠 実 信 用 原 則 に 違 反 し て い る と 判 断

した場合、その出願は却下される。

商 標 法 に よ れ ば 商 標 出 願 が 初 審 を 通 っ た 後 、

追 加 で 第 三 者 が 3 ヶ 月 の 公 告 期 間 内 に 異 議 を

申 し 立 て るこ と で 商 標の 登 録 が 認 め ら れ る こ

た 場 合 、先行 権 利者 はそ れを 理由に 商標 の取

消 し を 求 め る こ と が で き る 。 ま た 、 商 標 局 が 誠

実 信 用 の 原 則 に 反 す る 登 録 を 発 見 し た 場 合 、

そ の 商 標 を 直 接 無 効 と 宣 言 す る こ と が で き る

一 方 、 特 許 に つ い て は 、 誠 実 信 用 の 原 則 に 違

反 し て い る の に 運 よ く 特 許 権 が 付 与 さ れ た 場
申 し 立 て るこ と で 、 商 標の 登 録 が 認 め ら れ る こ

と を 阻 止 す る こ と が で き る 。 例 え ば 、 第 三 者 が

自 分 の 先 行 使 用 の 商 標 や 標 識 が 、 一 定 の 知

名 度 や 影 響 力 を 持 っ て お り 、 そ れ が 出 願 人 に

よ っ て 模 倣 、 盗 用 、 ま た は 悪 意 を 持 っ て 先 取 り

登 録さ れ 、そ の 出 願 人が 自 分 の知名 度に 便 乗

し て 消 費 者 を 混 乱 さ せ る 意 図 が あ る と 考 え る

反 し て い る の に 運 よ く 特 許 権 が 付 与 さ れ た 場

合 、 他 者 に よ り 無 効 宣 告 が 請 求 さ れ て か ら こ

そ 、 国 家 知 識 産 権 局 が 無 効 審 判 を 開 始 し 、 そ

の特許を無効と宣言することができる。

4 . 処 罰の違い

誠 実 信 用 の 原 則 に 違 反 し た 特 許 出 願 は 、 商

標 出 願 に 比 べ て 処 罰 が よ り 厳 し い 悪 意 の あ
し 消 費 者 を 混 乱 さ る 意 図 あ る 考 え る

場 合 、 公 告 期 間 内 に そ の 公 告 さ れ た 商 標 に 対

し て 異 議 を 申 し 立 て る こ と が で き る 。 そ れ に 対

し、専 利法には 異議申し立ての仕組 みがなく、

第 三 者 は 特 許 が 付 与 さ れ た 後 に 無 効 審 判 を

通 じて特 許権 に異 議を唱 えることしかで き ない。

な お 、 特 許 の 無 効 審 判 に は 時 間 制 限 は な い

標 出 願 に 比 べ て 処 罰 が よ り 厳 し い 。 悪 意 の あ

る 商 標 登 録 に 対 し て は 、 市 場 監 督 管 理 部 門 よ

り 違 法所得の 3倍、 最高で3万 元以下 の罰金を

科すことができる。一 方、特許出願については、

誠 実 信 用の原 則 に違 反し た 場 合、罰 金 額は 最

高 で 10 万 元 と な る 。 ま た 、 国 家 知 識 産 権 局 は 、

異 常 な 特 許 出 願 に 対 し て 、 費 用 の 減 額 不 承 認 、

が 、 商 標 の 無 効 審 判 は 通 常 、 商 標 登 録 後 5 年

以 内 に 提 起 す る 必 要 が あ る 。 先 行 権 利 者 が 商

標 登 録 か ら 5 年 後 に 悪 意 の あ る 登 録 に 気 づ い

て も 、 無 効 審 判 を 提 起 す る こ と は で き な い が 、

著 名 商 標 の 所 有 者 な ら ば 5 年 の 時 限 制 限 を 受

け な い 。 無 効 審 判 に 加 え 、 商 標 法 は 商 標 が 使

を 的 登 録 さ れ を保 証 す

出 願 人 お よ び 代 理 機 関 へ の 助 成 金 や 報 奨 金

の 不 支 給 、 特 許 出 願 件 数 の 削 減 、 公 示 、 行 政

処 罰 を 受 け た 出 願 人 を 信 用 不 良 リ ス ト に 掲 載

するなどの処罰を課すことができる。

商 標 と 特 許 の 機 能 や 性 質 の 違 い 、 お よ び 法

令 で 定 め ら れ た 訂 正 や 救 済 手 段 の 違 い に よ り 、
用 を 目 的 と し て 登 録 さ れ る こ と を保 証 す る た め 、

「 正 当 な 理 由 な く 連 続 し て 3 年 間 使 用 さ れ て い

な い 場 合 に 登 録 商 標 を 取 り 消 す 」 仕 組 み を 規

定 し て い る 。 こ の 仕 組 み は 、 先 行 権 利 者 の 救

済 手 段 と も な り 得 る 。 な ぜ な ら 、 悪 意 の あ る 登

録 者 は 、 商 標 を 先 行 権 利 者 に 転 売 し て 不 正 な

利 益 を 得 る こ と を 目 的 と し て お り 、 自 ら 商 標 を

誠 実 信 用 の 原 則 の 商 標 お よ び 専 利 審 査 に お

け る 適 用 場 面 、 審 査 基 準 、 処 置 の 方 法 、 処 罰

の 程 度 に は 差 異 が あ る 。 専 利 法 規 に お け る 誠

実 信 用 の 原 則 に 関 す る 規 定 は さ ら に 具 体 化 さ

れ る 必 要 が あ る が 、 商 標 と 専 利 審 査 に 誠 実 信

用 の 原 則 を 導 入 す る こ と は 、 出 願 の 品 質 向 上 、

真 の 技 術 革 新 そ し 優 れ た ブ ラ ド 文 化 の
利 益 を 得 る こ と を 目 的 と し て お り 、 自 ら 商 標 を

使 用 し な い 可 能 性 が 高 い た め で あ る 。 そ の た

め 、 商 標 登 録 か ら 3 年 後 、 登 録 者 が こ の 3 年 間

に商標を有効に使用していないことが判明し

真 の 技 術 革 新 、 そ し て 優 れ た ブ ラ ン ド 文 化 の

構 築 に 貢 献 し 、 中 国 企 業 の 発 展 に 良 好 な 経 営

と競争の環境を創出するのに役立っている。
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著 者 プ ロ フ ィ ー ル

常 雅 慧 氏 は 2 0 2 0 年 に 西 南 政 法 大 学 を 卒 業 し 、 法 学 学

士 号 を 取 得 し た 。 2 0 2 2 年 に ボ ス ト ン 大 学 法 学 部 を 卒 業

し 、 法 学 修 士 号 を 取 得 し た 。 2 0 2 3 年 に 当 社 に 入 社 し 、

主 に 商 標 登 録 、 知 的 財 産 権 訴 訟 、 知 的 財 産 権 税 関 へ の

び 権 侵 害 等 従届 出 及 び イ ン タ ー ネ ッ ト 上 の 権 利 侵 害 へ の 対 応 等 に 従

事 し て い る 。

郭 春 曦 氏 は 2 0 1 0 年 に 北 京 航 空 航 天 大 学 自 動 化 専 攻

で 工 学 学 士 号 を 、 2 0 1 2 年 に 中 国 人 民 大 学 知 的 財 産 権

法 専 攻 で 法 学 学 士 号 を 、 2 0 1 4 年 に 米 ジ ョ ン ・ マ ー シ ャ ル

ロ ー ス ク ー ル （ T h e J o h n M a r s h a l l L a w S c h o o l ） で

法 学 修 士 号 を そ れ ぞ れ 取 得 し た 年 に 当 社 に 入 社法 学 修 士 号 を そ れ ぞ れ 取 得 し た 。 2 0 1 4 年 に 当 社 に 入 社

し 、 知 的 財 産 権 に 関 わ る 法 律 コ ン サ ル テ ィ ン グ 、 税 関 で

の 保 護 、 不 正 競 争 防 止 、 海 賊 版 及 び 模 倣 品 の 差 止 め 、

コ ン ピ ュ ー タ 及 び 作 品 の 著 作 権 登 録 、 ド メ イ ン 名 登 録 及

び 紛 争 解 決 並 び に コ ン ピ ュ ー タ 分 野 の 特 許 出 願 及 び コ

ン サ ル テ ィ ン グ 等 に 従 事 し て い る 。
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最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 権
裁 判 所 の 判 決 要 旨 （ 2 0 2 3 ）

2 0 2 4 年 1 0 月 号 に 続 く

最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 権 裁 判 所 は 技 術 関

技 術 秘 密 に 当 た る か ど う か に つ い て 審 査 し 、

判断する必要がある。

7 5 . 会 社 役 員 に 対 す る 秘 密 保 持 措 置 の 認 定

【事件番号】(2 021 )最高法知民終312号

【 裁 判 要 旨 】 取 締 役 、 監 査 役 と 上 級管 理 職 が 、

連 の 知 的 財 産 権 お よ び 独 占 禁 止 関 連 案 件 に

お け る 司 法 理 念 、 審 理 方 針 、 裁 判 方 法 を 集 中

的 に 告 示 す る た め に 、 2 02 3 年 に 審 結 し た

4 562 件 の 案 件 か ら 96 件 を 選 び 、 1 04 の 要 旨 を

抽 出 し 、 『 最 高 人 民 法 院 知 的 財 産 権 法 廷 裁 判

要 旨 概 要 （ 20 23 ） 』 を 作 成 し た 。 2024 年 2 月 2 3

日 に 発 表 さ れ た 当 該 「 概 要 」 は 社 会 各 界 に お

会 社 が 一 般 従 業 員 と の み 秘 密 保 持 契 約 を 締

結 し て お り 、 自 分 と 個 別 の 秘 密 保 持 契 約 を 締

結 し て い な い こ と を 理 由 に 、 秘 密 保 持 措 置 が

成 立 し な い と 主 張 し た 場 合 、 人 民 法 院 は 通 常 、

これを支持しない。

7 6 . 全 技 術 秘 密 侵 害 の 推 定
日 に 発 表 さ れ た 当 該 「 概 要 」 は 社 会 各 界 に お

いて研究、参考資料となっている。

四 . 技 術 秘 密 案 件

7 3 . 営 業 秘 密 契 約 債 権 の 侵 害 救 済 及 び 法 律

適 用

【 事 件 番 号 】 ( 2 0 2 1 ) 最 高 法 知 民 終 8 1 4 号

【 裁 判 要 旨 】 当 事 者 が 他 人 か ら 法 に よ り 引 き

【 事 件 番 号 】 （ 2 0 2 1 ） 最 高 法 知 民 終 1 0 3 1 号

【 裁 判 要 旨 】 権 利 者 が プ ロ セ ス フ ロ ー 設 計 図

一 式 の 技 術 情 報 に 対 す る 保 護 を 主 張 す る 技

術 秘 密 の 侵 害 紛 争 案 件 に お い て 、 被 疑 侵 害

者 が 権 利 者 の 設 計 図 に 接 触 す る ル ー ト を 有

してお り、また 被疑侵害者の 設計図もこの プロ

【 裁 判 要 旨 】 当 事 者 が 、 他 人 か ら 法 に よ り 引 き

渡 さ れ る べ き で あ る も の の ま だ 引 き 渡 し が 実

行 さ れ て い な い 商 業 秘 密 に 対 し て 契 約 債 権 を

有 し て お り 、 第 三 者 が 有 意 に 当 該 商 業 秘 密 契

約 債 権 を 侵 害 し 、 債 権 者 の 取 引 機 会 を 不 当 に

掠 め 取 り 、 そ の 競 争 優 位 性 を 破 壊 し た 場 合 、

人 民 法 院 は 、 『 不 正 競 争 防 止 法 』 第 2 条 の 規

セスフローを完全に反映してお り、そ の情 報の

一 部 が 権 利 者 の 設 計 図 に お け る 情 報 と 実 質

的 に 同 一 で あ り 、 さ ら に 非 通 用 記 号 や 誤 字 さ

え も 一 致 す る な ど の 状 況 が あ り 、 被 疑 侵 害 者

が こ れ に 対 し て 合 理 的 な 解 釈 を す る こ と が 困

難 で あ る 場 合 に は 、 権 利 者 の プ ロ セ ス フ ロ ー

設 計 図 一 式 の 技 術 情 報 を 不 正 に 入 手 使 用 し人 民 法 院 は 、 『 不 競 争 防 法 』 第 条 規

定 に よ り 、 こ の 行 為 が 不 正 競 争 に 当 た る と 判

断することができる。

7 4 . 技 術 秘 密 に 関 す る 合 意 と 技 術 秘 密 構 成 要

件 の 審査

【事件番号】（2021）最高法知民終1530号

【裁判要旨】当事者が和解書を締結するなどし

設 計 図 式 の 技 術 情 報 を 不 正 に 入 手 、 使 用 し

たものと推定される。

7 7 . 技術秘密開示の認定

【事件番号】(2 022 )最高法知民終901号

【 裁 判 要 旨 】 被 疑 侵 害 者 が 、 特 定 又 は 不 特 定

の 対 象 者 に 技 術 秘 密 情 報 又 は 媒 体 を 提 供 す

る 行 為 を 実 施 し た こ と で 、 そ の 技 術 秘 密 が 権

て 、 技 術 秘 密 の 構 成 、 帰 属 、 侵 害 お よ び 責 任

等 で 合 意 に 達 し た 場 合 で も 、 そ の 後 の 紛 争 事

件 に お い て 、 人 民 法 院 は 当 事 者 の 主 張 す る 技

術情報が『不正競争防止法』に定義された技

る 行 為 を 実 施 し た こ と で 、 そ の 技 術 秘 密 が 権

利 者 の 管 理 か ら 逸 脱 し て 、 他 人 に 知 ら れ る よ

う に な っ た 場 合 、 人 民 法 院 は 、 当 該 行 為 が 技

術秘密の開示に当たると認めることができる。
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7 8 . 商業秘密の改善使用、否定使用の認定

【事件番号】(2 022 )最高法知民終26号

【 裁 判 要 旨 】 被 疑 侵 害 者 の 実 際 に 使 用 し た 情

報 が 、 係 争 商 業 秘 密 情 報 を 踏 ま え 、 修 正 、 改

良 さ れ た も の で あ り 、 又 は 係 争 商 業 秘 密 情 報

8 1 . 顧客名簿経営秘密侵害事件にお ける侵害

停 止 責任の適用

【事件番号】(2 021 )最高法知民終312号

【 裁 判 要 旨 】 顧 客 名 簿 と し て の 経 営 秘 密 の 侵

害 禁 止 の 核 心 は 、 「 侵 害 者 が 当 該 経 営 秘 密 を

に 基 づ い て 誤 っ た 研 究 開 発 ル ー ト を 避 け て 成

し 遂 げ た も の で あ る 場 合 、 そ れ が 係 争 商 業 秘

密 情 報 と あ る 程 度 異 な り 、 更 に は 全 然 違 う と し

て も 、 人 民 法 院 は 、 ケ ー ス バ イ ケ ー ス で 、 当 該

係争商業秘密情報の改善使用又は否定使用

に当たると認めることができる。

7 9 代表取締役の技術秘密侵害認定

踏 み 台 に し て 、 正 当 な 方 式 で 当 該 経 営 秘 密 情

報 を 入 手 す る た め に 費 や す べ き 時 間 、 金 銭 コ

ストを節約し、それによって権利者の競争優位

性 を 弱 め る 」 こ と を 禁 止 す る こ と に あ る 。 被 疑

侵 害 者 が 既 に 元 の 組 織 を 辞 め て か ら 比 較 的

長 い期 間経過し、時間の経 過及 び市場 の需給

関 係 の 変 化 に 伴 い 元 の 組 織 に お い て 把 握 し7 9 . 代表取締役の技術秘密侵害認定

【事件番号】（2021）最高法知民終1031号

【 裁 判 要 旨 】 技 術 秘 密 の 侵 害 紛 争 案 件 に お い

て、侵害行為が会社の意志も代表取締役の個

人 的 意 志 も 示 す 場 合 に は 、 代 表 取 締 役 と 会 社

が 共 同 し て 侵 害 を 行 っ た と 認 め る こ と が で き る 。

代 表 取 締 役 が 直 接 侵 害 行 為 を 行 っ て い な い し

関 係 の 変 化 に 伴 い 、 元 の 組 織 に お い て 把 握 し

て い た 経 営 秘 密 に よ る 競 争 優 位 性 が 明 ら か に

弱 ま り 、 又 は さ ら に 、 消 え て し ま っ た 場 合 に は 、

人 民 法 院 は 状 況 に 応 じ て 当 該 営 業 秘 密 の 使

用を停止させる判断ができないことがある。

8 2 . 技 術 秘 密 侵 害 事 件 に お け る 設 備 廃 棄 の 適

用代 表 取 締 役 が 直 接 侵 害 行 為 を 行 っ て い な い し 、

会 社 の 侵 害 行 為 も 代 表 取 締 役 の 個 人 的 な 意

思 を 反 映 で き な い 場 合 に は 、 代 表 取 締 役 と 会

社 が 共 同 侵 害 を 構 成 す る と 認 め る こ と が で き

ない。

8 0 . 代表取締役が企業による技術秘密取得の

ル ー トで ある場合の責任認定

用

【事件番号】(2 022 )最高法知民終816号

【 裁 判 要 旨 】 技 術 秘 密 侵 害 紛 争 事 件 に お い て 、

被 疑 侵 害 設 備 が 技 術 秘 密 の 担 体 を 構 成 す る

場 合 、 通 常 、 当 該 設 備 の 廃 棄 処 分 を 命 じ る 必

要 が あ る 。 廃 棄 の 方 式 と し て は 、 実 質 的 な 改

造 な ど の 措 置 を 講 じ る こ と が 含 ま れ 、 改 造 の

【事件番号】（2021）最高法知民終1629号

【 裁 判 要 旨 】 被 疑 侵 害 企 業 が 技 術 秘 密 を 使 用

す る 権 利 侵 害 行 為 を 直 接 実 施 し 、 か つ 当 該 企

業 の 代 表 取 締 役 が 当 該 企 業 に よ る 係 争 技 術

秘 密 取 得 の ル ー ト で あ る 場 合 、 原 則 と し て 代

表 取 締 役 と 企 業 が 共 同 権 利 侵 害 を構 成 す る と

限 度 は 当 該 設 備 が 技 術 秘 密 の 担 体 属 性 を も

はや有しないようにすることを基準とする。

被 疑 侵 害 設 備 が 技 術 秘 密 の 担 体 で は な く 、

技 術 秘 密 侵 害 ツ ー ル だ け に 留 ま る 場 合 、 当 該

設 備 の 廃 棄 は 権 利 侵 害 行 為 の 継 続 発 生 を 差

止 め る た め の 必 要 な 措 置 で は な く 、 資 源 節 約

認 定 す る こ と が で き 、 単 に 代 表 取 締 役 が 権 利

侵 害 行 為 を 実 施 し た こ と を 直 接 証 明 す る 証 拠

が な い こ と を 理 由 に 、 そ の 権 利 侵 害 責 任 を 免

除することはできない。

に も 不 利 で あ る た め 、 通 常 は 必 要 性 も 合 理 性

も な く 、 一 般 に 当 該 設 備 の 廃 棄 処 分 を 命 じ る

べ き で は な い 。 た だ し 、 侵 害 機 器 が 侵 害 的 な

独占的使用であること、すなわち他に実質的
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な 非 侵 害 的 使 用 が な い こ と を 示 す 証 拠 が あ る

場合を除く。

8 3 . 秘密保持措置の修補、再築、強化にかか

る費 用の賠償

【事件番号】(2 022 )最高法知民終945号

できる計算方式、基準などの設定も含まれる。

8 6 . ハブアンド ス ポーク型合意の認定

【事件番号】（2021）最高法知民終1315号

【裁判要旨】『独占禁止法』におけるハブアンド

ス ポ ー ク 型 合 意 と は 、 ハ ブ 経 営 者 が 上 流 又 は

【 裁 判 要 旨 】 技 術 秘 密 侵 害 紛 争 の 場 合 、 権 利

者 が 侵 害 によ り 毀 損 さ れ た 元 の 秘 密 保 持 措 置

を 修 補 ま た は 再 築 す る た め に 要 し た 費 用 、 お

よ び 損 失 を 軽 減 し 、 損 失 の 拡 大 の 防 止 す る た

め の 秘 密 保 持 措 置 の 合 理 的 強 化 に 要 し た 費

用 は 、 侵 害 損 害 賠 償 額 に 含 め る こ と が で き る 。

知的財産権侵害紛争及び技術秘密侵害紛

下 流 の 複 数 の ノ ー ド 経 営 者 と そ れ ぞ れ 互 い に

平 行 な 縦 方 向 の 合 意 を 達 成 し 、 ノ ー ド 経 営 者

間 に は 、 中 心 位 置 に あ る ハ ブ 経 営 者 の 組 織 、

協 調 を 介 し て 横 方 向 の 共 謀 を 達 成 し 、 ハ ブ 経

営 者 と ノ ー ド 経 営 者 の 共 同 作 用 の 下 で 、 競 争

を 排 除 、 制 限 す る 目 的 を 実 現 す る と い う こ と で

あ る ハ ブ ア ン ド ス ポ ク 型 合 意 は 本 質 的 に8 4 . 知的財産権侵害紛争及び技術秘密侵害紛

争 の 共同処理

【事件番号】(2 023 )最高法知民終240号

【 裁 判 要 旨 】 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア に 係 る 同

一 の 権 利 侵 害 行 為 に つ い て 、 人 民 法 院 が 、 被

疑 侵 害 者 が コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア 著 作 権 を

侵 害 し た と 認 定 し 民 事 責 任 を 負 う よ う 判 決 し

あ る 。 ハ ブ ア ン ド ス ポ ー ク 型 合 意 は 本 質 的 に

ノ ー ド 経 営 者 間 で 達 成 さ れ た 横 の 独 占 協 定 で

ある。ハブ経営者がノード経営者を組織して横

の 独 占 協 定 を 達 成 ・ 実 施 す る 主 観 的 故 意 が 明

ら か で あ る 場 合 に は 、 そ れ が 共 同 侵 害 を 構 成

す る か 否 か を 審 査 ・ 判 断 し な け れ ば な ら な い 。

ハ ブ 経 営 者 が ノ ー ド 経 営 者 の 横 の独 占 協 定 の
侵 害 し た と 認 定 し 、 民 事 責 任 を 負 う よ う 判 決 し

た に も か か わ ら ず 、 権 利 者 が 、 ま た 当 該 行 為

が技術秘密を侵害したとして訴訟を提起し、同

一 の 権 利 侵 害 者 に 民 事 責 任 を 負 う よ う 請 求 し

た 場 合 、 技 術 秘 密 侵 害 訴 訟 と コ ン ピ ュ ー タ ソ フ

ト ウ ェ ア 著 作 権 侵 害 訴 訟 は 、 一 般 的 に 二 重 起

訴 に 該 当 し な い の で 、 人 民 法 院 が 起 訴 を 棄 却

達 成 、 実 施 に 実 質 的 な 援 助 を 提 供 し た 場 合 、

そ れ が 権 利 侵 害 援 助 を 構 成 す る か 否 か を 審

査・判断しなければならない。

8 7 . 関連技術市場の画定及び市場力の認定

【事件番号】（2021）最高法知民終1482号

【 裁 判 要 旨 】 知 的 財 産 権 に 係 る 独 占 行 為 を 認

す る の は 妥 当 で は な い が 、 被 疑 侵 害 者 に 二 重

に し て 民 事 責 任 を 負 わ せ な い よ う に 避 け る べ

きである。

五 . 独 占事件

8 5 . 独占協定におけ る固定価格の認定

【事件番号】(2 023 )最高法知行終29号

定 す る 際 に は 、 具 体 的 な 事 件 の 状 況 に 応 じ て 、

知 的 財 産 権 の 行 使 に か か わ る 技 術 と 、 そ れ と

相 互 に 代 替 可 能 な 同 類 の 技 術 と の 間 の 相 互

競争により構成される関連技術マーケッ トを画

定 す る 必 要 が あ る 。 関 連 技 術 マ ー ケ ッ ト に 複

数 の競争技術 が存在 する場合、関連技 術を実

施 す る 川 下 製 品 の 市 場 シ ア が 関 連 技 術
【 裁 判 要 旨 】 商 品 価 格 を 固 定 す る 独 占 協 定 に

係 る 固 定 価 格 方 式 に は 、 最 低 価 格 の 固 定 又

は 特 定 価 格 の 直 接 設 定 を 含 む だ け で な く 、 価

格幅の固定又は価格を間接的にコントロール

施 す る 川 下 製 品 の 市 場 シ ェ ア が 関 連 技 術 マ ー

ケ ッ ト の 競 争 状 況 を よ り 正 確 か つ 簡 便 に 反 映

で き れ ば 、 当 該 川 下 製 品 の マ ー ケ ッ ト シ ェ ア に

基づいて、川上技術マーケットにおける当該
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技術経営者の市場力を評価することができる。

88 .川下市場の間接競争制約が中間投入品経

営 者 の市場支配的地位認定に与え る影響

【事件番号】（2020）最高法知民終1140号

【 裁 判 要 旨 】 中 間 投 入 品 経 営 者 の 市 場 支 配 的

ゆ る 競 争 排 除 ・ 制 限 の 効 果 が 法 律 に 従 っ た 特

定 の 知 的 財 産 権 の 適 宜 な 行 使 の 必 然 的 な も

の で あ り 、 法 律 に よ っ て 当 該 知 的 財 産 権 に 付

与 さ れ た 法 的 効 力 の 範 囲 を 超 え て い な い 場 合 、

そ れ は 『 独 占 禁 止 法 』 で い う 競 争 排 除 ・ 制 限 の

効果に該当しない
地 位 を 判 断 す る 際 に 、 経 営 者 が 直 面 す る 実 際

の 競 争 制 約 は 直 接 的 で あ っ て も 間 接 的 で あ っ

て も よ い 。 川 下 市 場 の 間 接 競 争 制 約 が 中 間 投

入 品 経 営 者 の 行 為 に 十 分 な 影 響 を 与 え る こ と

が で き る 場合 、 中 間 投入 品 市 場 の支 配 的 地 位

を 認 定 す る 際 に 、 間 接 競 争 制 約 を 十 分 に 考 慮

すべきである

効果に該当しない 。

9 1 . 取引拒絶行為の侵害停止責任の負担方式

【事件番号】(2 021 )最高法知民終242号

【 裁 判 要 旨 】 取 引 拒 絶 行 為 が 発 生 す る 前 に 、

市 場 支 配 的 地 位 を 有 す る 経 営 者 と 拒 絶 さ れ た

取 引 対 象 と の 間 に 関 連 取 引 が 存 在 し 、 特 に 比

較 的安 定した 取 引関 係が 形成さ れた 場合にはすべきである。

8 9 . 不当高価格行為の認定と 規制

【事件番号】（2020）最高法知民終1140号

【 裁 判 要 旨 】 不 当 高 価 格 行 為 の 認 定 と 規 制 に

つ い て は 、 特 に 慎 重 に 行 う べ き で あ る 。 一 般

的 に は 、 ま ず 高 価 格 行 為 が 起 き て い た 関 連 市

場 の 競 争 状 況 と イ ノ ベ シ ョ ン リ ス ク を 分 析 す

較 的安 定した 取 引関 係が 形成さ れた 場合には、

原 告 の 請 求 に 基 づ き 、 拒 絶 さ れ た 取 引 対 象 と

の 間 の 取 引 を 再 開 す る よ う 当 該 経 営 者 に 命 じ

ることができる。

9 2 . 取引拒絶行為の損害賠償の計算

【事件番号】(2 021 )最高法知民終242号

【 裁判要旨】取引拒絶行為により被った損失に場 の 競 争 状 況 と イ ノ ベ ー シ ョ ン リ ス ク を 分 析 す

る こ と で 、 考 慮 す べ き 要 素 と そ の 重 点 を 明 確

に す る こ と が で き る 。 次 に 、 収 益 率 分 析 、 利 益

分 析 、 価 格 比 較 分 析 等 の 経 済 分 析 手 段 を 利

用 し て 、 被 疑 価 格 が 不 当 高 価 格 に 該 当 す る か

否 か を 初 歩 的 に 認 定 す る こ と が で き る 。 最 後

に 競 争 効 果 と 消 費 者 福 祉 の 2 つ の 面 か ら 初 歩

【 裁判要旨】取引拒絶行為により被った損失に

は、直接損失と逸失利益が含まれる。このうち、

逸 失 利 益 と は 、 一 般 的 に 取 引 相 手 方 が 取 引 を

拒 否 さ れ た た め に 減 損 し た 見 込 み 利 益 を 指 す 。

こ の 部 分 の 損 失 を 認 定 す る 際 に は 、 市 場 支 配

的 地 位 を 有 す る 事 業 者 と 拒 絶 さ れ た 取 引 相 手

方 と の 間 に 長 期 的 な 取 引 関 係 が 存 在 し て い た

的 な 結 論 を 見 直 し 、 最 終 的 な 認 定 を 下 す こ と

ができる。

9 0 . 知 的 財 産 権 の 行 使 と 競 争 排 除 ・ 制 限 の 効

果 の 認定

【事件番号】（2020）最高法知民終1140号

【 裁 判 要 旨 】 被 疑 独 占 行 為 が 有 効 な 知 的 財 産

な ど 、 被 疑 行 為 が 発 生 す る 前 に 、 取 引 相 手 方

は 、 明 確 な 見 込 み 利 益 を 備 え て い な け れ ば な

ら な い 。 逸失 利 益を 計算 す る 際 に は 、 原 則とし

て 取 得 可 能 利 益 の 総 額 か ら 関 連 取 引 を 行 う た

め の 必 要 な 取 引 コ ス ト を 控 除 し な け れ ば な ら

な い 。 拒 絶 さ れ た 取 引 相 手 方 が 、 取 引 拒 絶 行

為により損失を被 たことを証明する証拠を有
権 の 行 使 を伴 う 場 合 、 被 疑 独 占 行 為 の 競 争 排

除 ・ 制 限 の 効 果 の 分 析 は 、 法 律 に 従 っ た 知 的

財 産 権 の 適 宜 な 行 使 に よ っ て 必 然 的 に も た ら

される効果を考慮に入れる必要がある。いわ

為により損失を被ったことを証明する証拠を有

し て い る が 、 損 失 金 額 の 確 定 が 困 難 な 場 合 、

人 民 法 院 は 拒 絶 さ れ た 取 引 相 手 方 の 主 張 及

び事件の証拠に基づき、取引拒絶行為の持続
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期 間 、 影 響 の 程 度 に 応 じ 、 そ の 他 の 同 業 界 経

営 者 の 同 種 の 取 引 に お け る 利 益 獲 得 状 況 に

照 ら し て 、 合 理 的 な 賠 償 金 額 を 総 合 的 に 確 定

することもできる。

9 3 . 特 定 行 為 が 独 占 を 構 成 す る こ と を 確 認 す

オ ー プンソース 義務を果 たして いな い か どうか

と 、 そ の 独 創 的 貢 献 に 基 づ い て 係 争 ソ フ ト ウ ェ

ア 著 作 権 を 享 有 し て い る か 否 か は 必 然 的 に 関

連 す る も の で は な い 。 被 疑 侵 害 者 が 、 係 争 ソ

フ ト ウ ェ ア の 開 発 者 が オ ー プ ン ソ ー ス 協 定 に

基 づ い て オ プ ン ソ ス を 公 開 し な か た と しるた め のみの提訴の取り扱い

【事件番号】（2021）最高法知民終2131号

【 裁 判 要 旨 】 原 告 が 人 民 法 院 に 対 し て 、 被 告

の 特 定 行 為 が 独 占 を 構 成 す る こ と を 確 認 す る

よ う 請 求 す る だ け で 、 被 告 に 民 事 責 任 を 負 わ

せ る こ と を 請 求 し な い 場 合 、 当 該 提 訴 は 訴 訟

の 利 益 を 有 し な い す な わ ち 訴 訟 の 必 要 性 と

基 づ い て オ ー プ ン ソ ー ス を 公 開 し な か っ た と し

て 、 係 争 ソ フ ト ウ ェ ア の 著 作 権 を 侵 害 し な い と

抗 弁 し た 場 合 、 人 民 法 院 は 一 般 的 に こ れ を 支

持しない。

9 6 . 「 部 分 的 複 製 」 行 為 に 対 す る コ ン ピ ュ ー タ ソ

フトウェ ア 著 作権侵害の認定

【 事件番号】 (2 022 )最高法知民終160 5号の 利 益 を 有 し な い 、 す な わ ち 訴 訟 の 必 要 性 と

実 効 性 を 有 し な い 場 合 、 人 民 法 院 は 訴 訟 を 受

理 し な い 又 は 棄 却 す る 裁 定 を 下 す こ と が で き

る。

六 . コ ン ピ ュー タ ソ フ ト ウ ェ ア 事 件

9 4 . 「 オ ー プ ン ソ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア 」 著 作 権 侵 害

事 件 に お ける管理者の原告資格

【 事件番号】 (2 022 )最高法知民終160 5号

【 裁 判 要 旨 】 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア に お い て

相 対 的 に 独 立 し た 機 能 を 実 現 で き る い か な る

独 創 的 な 表 現 も 著 作 権 の 保 護 を 受 け る 。 複 製

の 数 又 は 割 合 は 、 必 ず し も 権 利 侵 害 行 為 の 性

質の認定に影響するとは限らない。

9 7 . イ ン タ ー ネ ッ ト ユ ー ザ ー の 著 作 権 侵 害 行 為事 件 に お ける管理者の原告資格

【 事 件番号】（2021）最高法知民終2063号

【 審 判 要 旨 】 オ ー プ ン ソ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア の プ ロ

ジ ェ ク ト 管 理 者 は 、 ソ フ ト ウ ェ ア の ソ ー ス コ ー ド

の形 成において一般的に決定的な役割を果た

し て い る 。 貢 献 者 が 当 該 オ ー プ ン ソ ー ス プ ロ

ジ ェ ク ト に 積 極 的 に 参 加 す る こ と は 、 プ ロ ジ ェ

9 7 . イ ン タ ネ ッ ト ザ の 著 作 権 侵 害 行 為

を イ ン タ ー ネ ッ ト プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 経 営 者 の 行

為 と み な す 認定

【事件番号】（2021）最高法知民終2365号

【 裁 判 要 旨 】 ネ ッ ト ユ ー ザ ー の コ ン テ ン ツ 提 供

行 為 を ネ ッ ト プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 経 営 者 の 行 為 と

みなすこと ができるか 否かを判断するには、 プジ ク 積 極 的 参 加 す る は 、 ジ

ク ト 管 理 者 か ら の 侵 害 訴 訟 の 提 起 に 黙 示 的 に

同 意 し た も の と み な さ れ る べ き で あ る 。 一 般 に 、

プ ロ ジ ェ ク ト 管 理 者 は 、 他 の 貢 献 者 の 授 権 を

得 ず に 、 自 身 の 名 義 で 侵 害 訴 訟 を 提 起 す る こ

とができる。

9 5 . 「 オ ー プ ン ソ ー ス ソ フ ト ウ ェ ア 」 著 作 権 侵 害

ラ ッ ト フ ォ ー ム の性 質、ユ ー ザ ー の 身 分 及 び プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム と の 関 係、 具 体 的 な 被 疑 侵 害 行

為 の 内 容 等 の 事 実 か ら 分 析 す る こ と が で き る 。

例 え ば 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム と ユ ー ザ ー と の 間 に

管 理 又 は 支 配 関 係 が 存 在 し 、 ユ ー ザ ー が そ の

管 理 者 と し て の 地 位 に 基 づ い て 長 期 的 ・ 安 定

的 に プ ラ ト フ ム に 関 連 す る 投 稿 等 の 行事 件 に お ける権利基礎の認定

【事件番号】(2 021 )最高法知民終51号

【 裁 判 要 旨 】 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア 著 作 権 侵

害事件において、係争ソフトウェア開発者が

的 に プ ラ ッ ト フ ォ ー ム に 関 連 す る 投 稿 等 の 行

為 を 行 っ て い た 場 合 、 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム が 当 該

行 為を 実施し たと みなすこ と ができ 、 両 者 の間

に労使関係が存在するか否かは当該行為の
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性質の認定に影響を及ぼさない。

七 . 技 術類知的財産権契約案件

9 8 . 国益を 損な う悪質な 結託の認定と 処理

【事件番号】（2021）最高法知民終1311号

【 裁 判 要 旨 】 当 事 者 が 技 術 開 発 の 協 力 を 名 目

【事件番号】(2 022 )最高法知民終1408号

【裁判要旨】事件の証拠により、双方の当事者

が い わ ゆ る コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 契 約

を 締 結 し 、 履 行 し た 真 の 目 的 が 犯 罪 行 為 の 共

謀 実 施 を 隠 蔽 す る た め で あ る こ と が 判 明 し た

事
と し て 政 府 の 技 術 研 究 開 発 特 別 経 費 を だ ま し

取 り 、 虚 偽 の 意 思 表 示 を し た 場 合 、 国 益 を 損

な う 悪 質 な 結 託 に 該 当 し 、 人 民 法 院 は 技 術 開

発 契 約 を 無 効 と 認 定 し 、 犯 罪 容 疑 の 手 が か り

を 関 係 機 関 に 移 送 し て 処 理 し な け れ ば な ら な

い。

場 合 、 人 民 法 院 は 、 双 方 当 事 者 の 間 に 争 議 さ

れ る 法 律 関 係 が 性 質 上 、 コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト

ウェア開発契約紛争に属さないと認定し、法に

よ り 起 訴 を 棄 却 す る と 裁 定 し 、 か つ 犯 罪 容 疑

の 手 が か り を 関 係 機 関 に 移 送 し て 処 理 し な け

ればならない。

八 手 続的事件
9 9 . 架 空 ・ 捏 造 の 発 明 創 造 に 係 る 専 利 代 理 契

約 の 効力認定及び処理

【事件番号】（2021）最高法知民終1068号

【 裁 判 要 旨 】 特 許 出 願 は 真 実 の 発 明 創 造 活 動

を 基 礎 と し な け れ ば な ら な い 。 架 空 ・ 捏 造 の 発

明 創 造 を 対 象 と す る 契 約 に つ い て 、 人 民 法 院

は 無 効 と 認 定 し か 法 に よ り 違 法 容 疑 の 手

八 . 手 続的事件

1 02 . 本 件 の 被 告 行 為 で あ る か 否 か が 侵 害 行

為 発 生地の管轄連結点の認定に与え る影響

【事件番号】(2 022 )最高法知民管轄終310号

【 裁 判 要 旨 】 権 利 侵 害 行 為 の 実 施 地 で い う 権

利 侵 害 行 為 は 通 常 、 本 件 の 被 疑 侵 害 行 為 で

な け れ ば な ら ず 権 利 侵 害 行 為 の 実 施 地 に 対は 無 効 と 認 定 し 、 か つ 法 に よ り 違 法 容 疑 の 手

が か り を 関 係 機 関 に 移 送 し て 処 理 し な け れ ば

ならない。

1 00 . 契約の無効と 認定さ れた後の処理方法

【事件番号】（2021）最高法知民終2005号

【 裁 判 要 旨 】 民 事 上 の 法 律 行 為 の 有 効 性 が 否

定 さ れ た 後 次 に ど の よ う に 処 理 す る か は そ

な け れ ば な ら ず 、 権 利 侵 害 行 為 の 実 施 地 に 対

応 す る 権 利 侵 害 行 為 が 本 件 の 被 疑 侵 害 行 為

で は な い 場 合 、 そ れ は 本 件 に 係 る 紛 争 と 実 質

的 な 関 連 性を 有 せず 、本 件 の 管 轄 連 結 点 を 構

成しない。

1 03 . オ ン ラ イ ン 販 売 行 為 に お け る 第 三 者 出 荷

の 場 合の侵害地の確定
定 さ れ た 後 、 次 に ど の よ う に 処 理 す る か は 、 そ

の 行 為 の 性 質 、 無 効 の 理 由 等 に 応 じ て 定 め ら

れ 、 財 産 の 返 還 、 代 価 弁 償 、 損 失 補 償 の 問 題

は 、 す べ て の 場 合 に 存 在 す る わ け で は な い 。

関 連 財 産 の 性 質 と 処 理 に つ い て 法 律 に 別 段

の 規 定 が あ る 場 合 、 そ の 規 定 に 基 づ き 処 理 し

なければならない。

【事件番号】(2 023 )最高法知民管轄終170号

【 裁 判 要 旨 】 イ ン タ ー ネ ッ ト を 通 じ て 販 売 さ れ て

い る 被 疑 製 品 が 、 購 入 者 が オ ー ダ ー を 提 出 し

た 後 に 販 売 者 が 第 三 者 か ら 相 応 の 商 品 を 購

入 し 、 か つ 当 該 第 三 者 に 直 接 商 品 を 購 入 者 に

郵 送 す る よ う 指 示 し た 場 合 、 当 該 第 三 者 の 引

1 01 . 虚 偽 の コ ン ピ ュ ー タ ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 契 約

の 締 結 に よ っ て 犯 罪 行 為 の 実 施 を 隠 蔽 し た 場

合 の 処理

渡 し 行 為 と 出 荷 地 は 販 売 者 の 行 為 と 出 荷 地 と

認 定 す べ き で あ り 、 当 該 出 荷 地 は 当 該 販 売 者

を被 告と す る 権 利 侵害事 件 の 管轄連 結 点を構

成することができる。

25

泛 華 偉 業 知 識 産 権 |  季 刊 情 報 誌



典型案例紹介
2 0 2 4 年 1 2 月 | 季 刊

1 04 . 管轄権異議の先行裁定

【事件番号】(2 023 )最高法知民管轄終242号

【 裁 判 要 旨 】 被 告 が 複 数 あ る 事 件 の 場 合 、 各

被告はそれぞれ各自の訴訟権利を行使して管

轄 権 異 議 を 提 出 す る こ と が で き る 。 起 訴 状 を

受 け た 法 院 は 他 の 被 告 の 訴 訟 権 利 に 影 響 を

及 ぼ さ な い 前 提 の 下 で 、 一 部 の 被 告 が 先 に 提

出 し た 管 轄 権 異 議 に つ い て 先 行 し て 裁 定 を 下

すことができる。

情 報 源 ： 北 京 知 識 産 権 法 院
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「 カ バ ー 曲 」 の 著 作 権 に つ
い て

カ バ ー 曲 は 、 音 楽 作 品 の 拡 散 や 宣 伝 に 不

可 欠 な 演 出 形 態 で あ る 。 従 来 の 音 楽 番 組 で の

カ バ ー 曲 で あ れ 、 オ ン ラ イ ン 音 楽 プ ラ ッ ト

2 . カ バー曲に関わる著作権

① 複 製 権 ： カ バ ー 曲 を 物 理 的 な レ コ ー ド に し て

発 売 す る 場 合 で も 、 オ ン ラ イ ン 音 楽 プ ラ ッ ト

フ ォ ー ム で 配 信 す る 場 合 で も 、 複 製 権 の 許 諾

を得なければならない。

フ ォ ー ム 、 シ ョ ー ト ビ デ オ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム 、 ラ

イ ブ 配 信 プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で の カ バ ー 曲 で あ れ 、

い ず れ も 音 楽 作 品 の 拡 散 や 宣 伝 に 積 極 的 な

役 割 を 果 た し て い る が 、 カ バ ー 曲 の 演 出 者 は

楽 曲 の 著 作 権 者 の 権 利 を 尊 重 し 、 演 出 前 に 適

切な許諾を得なければならない。

②頒布権：カバー曲のオリジナルまたはコピー

を 販 売 ま た は 贈 与 に よ り 公 衆 に 提 供 す る に は 、

頒布権の許諾を得なければならない。

③ 公 演 権 ： す な わ ち 作 品 を 公 演 し 、 お よ び あ ら

ゆる手段で作品の公演を公衆に放送する権利

を 指 し 、 出 演 者 は 公 演 前 に 公 演 権 の 許 諾 を 得

1 . カ バー曲と は

カ バ ー 曲 と は 、 す で に 公 開 さ れ 、 他 人 に よ っ

て歌われた楽曲を出演者が改めて演出する行

為 を 指 す 。 カ バ ー 曲 に は 通 常 、 以 下 の 形 態 が

ある。

① 原 曲 の 歌 詞 や 曲 を 変 え ず に そ の ま ま 歌 う こ

なければならない。

④ 放 送 権 ： ラ ジ オ 局 や テ レ ビ 局 を通 じ て カ バ ー

曲 を 放 送 ま た は 中 継 放 送 す る 場 合 、 ラ ジ オ 局

や テ レ ビ 局 は 放 送 権 の 許 諾 を 得 な け れ ば な ら

ない。

⑤ 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 伝 達 権 ： オ ン ラ イ ン 音 楽 プ

と。

② 曲 を 変 え ず に 歌 詞 を 変 え た り 、 歌 詞 を 変 え

ず に 曲 を 変 え た り 、 ま た は 歌 詞 と 曲 を 両 方 と も

変えて歌うこと。

③ 再 ア レ ン ジ し て カ バ ー 曲 に す る こ と 。 す な わ

ち 原 曲 の歌 詞 曲 主 旋 律 を 変えず に そ の

⑤ 情 報 ネ ッ ト ワ ク 伝 達 権 ： オ ン ラ イ ン 音 楽 プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム や シ ョ ー ト ビ デ オ プ ラ ッ ト フ ォ ー

ム な ど の オ ン ラ イ ン プ ラ ッ ト フ ォ ー ム を 通 じ て

共 有 ま た は 拡 散 す る 場 合 は 、 情 報 ネ ッ ト ワ ー

ク伝達権の許諾を得なければならない。

⑥ 翻 案 権 ： す な わ ち 著 作 物 を 変 更 し 、 創 作 性

を 有 す る 新 し い 著 作 物 を 生 み 出 す 権 利 で あ る 。ち 、 原 曲 の歌 詞 、 曲 、主 旋 律 を 変えず に、 そ の

楽 器 編 成 、 リ ズ ム 、 ハ ー モ ニ ー 、 メ ロ デ ィ ー な

どの要素を変えて歌うこと。

④ 歌 い 継 ぎ 、 す な わ ち 原 曲 の 歌 詞 や 曲 を 変 え

ずに、複数の楽曲をつないで歌うこと。

⑤ メ ド レ ー 、 す な わ ち 複 数 の 楽 曲 の 主 要 部 を

を 有 す る 新 し い 著 作 物 を 生 み 出 す 権 利 で あ る 。

翻 案 権 の 許 諾 が 必 要 な の は 、 上 記 の 2 番 目 の

カ バ ー 形 態 、 す な わ ち 、 曲 を 変 え ず に 歌 詞 を

変 え た り 、 歌 詞 を 変 え ず に 曲 を 変 え た り 、 ま た

は 歌 詞 と 曲 を 両 方 と も 変 え て カ バ ー す る こ と で

あ る 。 一 方 、 再 ア レ ン ジ し て カ バ ー す る こ と は 、

原 曲 の 歌 詞 、 曲 、 主 旋 律 を 変 更 せ ず 、 新 た な

つ な い で 、 シ ー ム レ ス に 流 れ る よ う に ア レ ン ジ

することによって、新しいまとまりのある曲にし

て歌うこと。

著 作 物 を 生 み 出 す こ と に は な ら な い た め 、 翻

案権には関係しない。

⑦編集権：すなわち著作物または著作物の断
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片 を 選 択 ま た は 編 曲 す る こ と に よ っ て 、 取 り ま

と め て 新 し い 著 作 物 に す る 権 利 で あ る 。 メ ド

レ ー の 場 合 に の み 、 編 集 権 の 許 諾 を 得 な け れ

ばならない。

3 . 許 諾の取得方法

清明節 4月4日（金）～6日（日）

労働節
5月1日（木）～5日（月）
※4月27日（日）は振替出勤日

端午節 5月31日（土）～6月2日（月）

月 （水） （水）
音 楽 著 作 物 の 著 作 権 者 は 通 常 、 歌 詞 ま た は

楽 曲 の 作 者 で あ り 、 著 作 権 者 は 、 そ の 著 作 権

の 管 理 を 代 行 す る 権 限 を 集 中 管 理 団 体 に 付

与 す る こ と も 可 能 で あ る 。 中 国 で は 、 主 な 集 中

管 理 団 体 は 中 国 音 楽 著 作 権 協 会 （ 「 音 著 協 」

と 略 称 す る ） で あ り 、 複 製 権 、 公 演 権 、 放 送 権

お よ び 情 報 ネ ト ワ ク 伝 達 権 の 管 理 を 代 行

中 国 香港

中秋節＆
国慶節

10月1日（水）～8日（水）
※9月28日（日）、10月11日（土）は振替出勤
日

元旦 1月1日（水）

お よ び 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 伝 達 権 の 管 理 を 代 行

し て い る 。 頒 布 権 、 翻 案 権 お よ び 編 集 権 に つ

い て は 、 音 著 協 を 通 じ て 著 作 権 者 に 連 絡 し 、

許諾について交渉することができる。

結 論 と し て 、 カ バ ー 演 出 者 は 、 権 利 侵 害 の リ

スクを 回避するた めに、 演 出の 必要 に応じて、

著 作 権 者 ま た は 集 中 管 理 団 体 に 事 前 に 連 絡

春節（旧正月） 1月29日（水）～31日（金）

清明節 4月4日（金）

聖金曜日・耶穌受

難節
4月18日（金）19日（土）

イースター・マン
デー

4月21日（月）

著 作 権 者 ま た は 集 中 管 理 団 体 に 事 前 に 連 絡

し、許諾を得なければならない。

2 0 2 5 年 の 中 国 本 土 ・ 香 港 ・
マ カ オ ・ 台 湾 の 祝 日 の ご 案
内

労働節 5月1日（木）

釈迦誕生日（仏誕） 5月5日（月）

端午節 5月31日（土）

香港特別行政区設
7月1日（火）

中 国国家知 識財産局、香港 知識産権 署、マ

カ オ 特 別 行 政 区 経 済 ・ 科 学 技 術 発 展 局 、 台 湾

経 済 部 智 慧 財 産 局 の 2 025 年 の 祝 日 を 下 記 に

まとめましたので ご 案内い た しま す。案件の期

限管理にお役に立てれば幸いです。

中 国 本土

立記念日
7月1日（火）

国慶節 10月1日（水）

中秋節翌日 10月7日（火）

重陽節 10月29日（水）
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元 旦 1 月 1 日 （ 水 ）

春 節
1 月 2 8 日 （ 火 ） ～ 2 月 4 日 （ 火 ） ※ 1 月 2 6
日 （ 日 ） 、 2 月 8 日 （ 土 ） は 振 替 出 勤 日

クリスマス 12月25日（木）

クリスマスの次の
平日

12月26日（金）
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中 国 マ カ オ

元旦 1月1日（水）

春節（旧正月） 1月29日（水）～31日（金）

公務員の勤務免除日

旧歴の大晦日 1月28日 （火）（午後休み）

大晦日 12月31日（水）（午後休み）

清明節 4月4日（金）

耶穌受難節 4月18日（金）

復活祭前日 4月19日（土）

労働節 5月1日（木）

公務員の振替休日

復活祭前日の振替
休日

4月21日（月）

端午節の振替休日 6月2日（月）

追思節の振替休日 11月3日（月）

中 国 台 湾

労働節 5月1日（木）

釈迦誕生日
（仏誕）

5月5日（月）

端午節 5月31日（土）

国慶節 10月1日（水）2日（木）

マカオ特別行政区
設立記念日の振替
休日

12月22日（月）

冬至の振替休日 12月23日（火）

中秋節翌日 10月7日（火）

重陽節 10月29日（水）

追思節 11月2日（日）

聖母マリア祭 12月8日（月）

元旦 1月1日（水）

春節（旧正月） 1月25日（土）～2月2日（日）

平和記念日 2月28日（金）

児童節（3日に振
替）

4月4日（金）
月 月

マカオ特別行
政区設立記念
日

12月20日（土）

冬至 12月21日（日）

クリスマス前日 12月24日（水）

清明節 4月4日（金）

労働節 5月1日（木）

端午節（30日に振
替）

5月31日（土）

中秋節 月 （月）
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クリスマス 12月25日（木）
中秋節 10月6日（月）

辛亥革命記念日 10月10日（金）
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感 謝 の す べ て – パ ー ト ナ ー
の 徐 舒 さ ん が 定 年 退 職 す る
際

光 陰 矢 の 如 し 、 気 が つ け ば 泛 華 偉 業 で 十 八

年 、 知 的 財 産 業 界 で 三 十 九 年 と い う 歳 月 が 過

す 。 一 つ 一 つ の 努 力 、 数 え き れ な い 協 力 は 、

私 た ち の か け が え の な い 大 切 な 思 い 出 と な る

でしょう。

ぎ 去 っ て し ま い ま し た 。 振 り 返 れ ば ま る で 素 晴

ら し い 奇 妙 な 旅 の よ う で あ っ て 、 そ の 旅 路 に 幕

を 下 ろ そ う と す る 今 、 尽 き る こ と の な い 感 謝 と 、

名残惜しさで胸がいっぱいです。

こ れ か ら 例 え 離 れ て い て も 、 私 た ち は お 互

い の 物 語 を 分 か ち 合 い 続 け る こ と で し ょ う 。 私

た ち は 幾 多 の 春 夏 秋 冬 を 共 に 歩 ん で き ま し た
平 凡 を 非 凡 へ と 昇 華 さ せ 、 シ ン プ ル を 奥 深 い

ものへと変え、常に完璧を追い求め続けること、

そ れ こ そ が 私 た ち の 生 涯 の 目 標 で す 。 私 た ち

は 共 に 卓 越 を 追 い 求 め 、 肩 を 並 べ て 挑 戦 に 立

ち 向 か い 、 あ らゆ る 精進 を 喜 び 、あ らゆ る 成果

を 祝 福 し 、 共 に 非 凡 な る も の を 創 り 上 げ て き ま

した

し 、 そ し て 冬 が 去 れ ば 、 必 ず 新 た な 人 生 が 開

き 美 し い 春 が 訪 れ ま す 。 さ よ う な ら 、 私 の 友 達

よ。

私 た ち の 未 来 が 光 と 希 望 に 満 ち た も の で あ

り ま す よ う に 。 そ し て 、 泛 華 偉 業 が い つ ま で も

堅 実 で 、 効 率 的 で 、 勇 敢 に 前 進 す る 企 業 で あした。

私 の 人 生 に 指 針 を 与 え 、 助 け て く だ さ っ た 全

て の 方 々 、 同 僚 の 皆 さ ま 、 そ し て す べ て の 協

力 者 の 方 々 に 、 心 か ら 敬 意 を 申 し あ げ ま す 。

皆様から惜しまぬ友情、信頼、支援、協力をい

た だ き 、 本 当 に あ り が と う ご ざ い ま す 。 も し 自

分 の キ ャ リ ア が そ れ な り 輝 か し い も の だ っ た と

り つつ、 春の よう に温かな 大家 族であり続 けま

すように祈っています。

分 の キ ャ リ ア が そ れ な り 輝 か し い も の だ っ た と

言 え ると す れ ば 、 そ れは 間 違 い な く 皆さま の お

か げ で し た 、 困 難 な 時 に は 励 し 、 成 功 の 瞬 間

には一緒に喜んでくださった皆さまのおかげで
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